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Ki 規 定 


ー、 稿 は 腫瘍 に す る 原著 THOT, 他 の に 掲載 され た も の で な いこ 

三 、 原 稿 の 探 吾 は 営 方 に お 任せ 下さ い 。 場合 に より 著者 の 了解 の 下 に 原稿 の 一 部 を 短縮 する こ 
と が わり ます . 登載 され た 原稿 ( 問 版 及び 挿入 聞 た も 倫 み ます ) は 特に 御 希 望 な き 限 5 は 返 
却 致 し ませ ん . 

四 、 原 稿 は 成る 可 く 文 ( 英 , 5, 語 ) で 書き , 邦 原稿 書か 
れる 場合 に は LU S, 6 PHIL CHS 
い . 地 名, 人 名 等 は 原語 で お 書き 下さ い 。 本誌 一 の 買 や 超え る 症例 報告 は 掲載 致し ませ ん. 
TE 

五 、 本 誌 二 〇 頁 以 内 の 原稿 は 無料 で 掲載 し ます . 止む を 得 ず す 頁 敷 の 超 通 し た 場 合 に は 超過 分 の 
ORB 

の 御 希 望 が ある 時 は 基 の 旨 御 記入 下さ い . 

二 、 別 刷 を 御 入 用 の 節 は 基 の 部 敷 を 原稿 の 初頭 に 朱書 レ て 下さ い 。 五 〇 部 迄 は 無料 で 差 上 げ ま 
FT. 

入 、 校 正 は 営 方 で 致し ます . 著 者 自身 校正 を 御 希望 の 節 は 其 の 旨 原 稿 の 初頭 に 朱書 し レ て 下さ い . 
組 方 の は 方 に 御 一 任 下 さい 
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緒 言 

造血 組織 の 分 類 に 就 い て は 色々 の 悪者 に よめ 見 解 が 姜 表 せら れ て 居る が , 27983 
系 統 に 分 つて 取 め 扱 は れ て 居る も の が 多い . 最近 緒方 教授 は この 問題 に 就 い て 造血 組 
織 性 系 統 ミ 性 系 統 に し , 性 系 統 は 性 組織 ミ 副 性 組織 より 
BO, これ 等 の 性 に 副 骨 組織 内 の 支柱 組織 さして の 網 皮 血液 ミ し 
CHEE CL, 他方 洪 巴 性 系 統 の 造血 組織 に も ゃ 同様 の 分 類 が 行 な は れ , この 組織 の 支柱 組 
織 ミ し て の 洲 巴 液 網 皮 ミ 前 の 血液 網 皮 か 一 括 し て , 網 皮 性 系 統 ミ 笑 す る 事 を 提案 せら 
ar. 猫 こ の 場合 網 皮 性 系 統 の 組織 の 主 な す もの は , MAMMA CHOOT, Z 
に 属す る 内 皮 細 胞 は の 内 細 胞 は 異 つ て , その 組織 を する 血液 は が 主 
ミ し て 流れ る 道 に 溢 つ て 居る 細 網 細胞 が その 形態 を 内 皮 細 胞 様 に 紀 じ た に 過ぎ な いも 
の で ある ミ さ の 見 解 か ら 細 網 細 胞 の 方 を 主 さ し た 名 笑 を 用 ひ て 大 支 へ な く , 一 方 Réssle 

更 ら に 翌年 同 教授 は 細 網 内 皮 性 系 統 の 腫瘍 に 就 い て 分 類 ゃ 行 な は れ , その 中 の 血液 
網 に 就 い て は , OD Ze BAIR 4 つの 型 に 分 
類 せ られ た . 


* 本 例 は 第 31 MIC LT 木 報 告 は その 詳報 な 
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は James Ewing で ある Mik A RES AOU, 骨 
BES 腫瘍 の ある 事 を 提唱 し た . 後に Kolodny SILL 
BONER % Ewing 氏 肉 腫 ミ 呼ぶ や うに な つた 、 次 いで Oberling 及び Raileanu 
は 本 腫瘍 が 骨 幡 の 細 網 細胞 か ら 姜 生 す る も の で ある ろ 事 を 確か め て 以来 PHRMA 
腫 則 も Ewing 氏 肉 腫 ミ 解せ られ る や うぅ うに な つた . AEC SRI AC RAT OL 
形 細胞 肉腫 の 大 部 分 が 属す ミ 云 は れ て 居る が (Hellner), 我 國 で は 今日 迄 に Ewing 
氏 肉 腫 ミ し て 確か に 診断 が 下さ れ た 誠 検 例 の 報告 が な い の で 牙 に 報告 する 次 第 で あ 


っ 
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臨 洒 事項 

患者 は 6 歳 の 男性 小 生 健康 で ゎ つ か た 何等 の 誘因 も な く 類 部 に 自 に 腫 
WHEL, 肉腫 の 診断 が 下さ れ 7 が Radium 及び Röntgen 治療 か 受け て 間もなく 殆 で 治癒 し た . 
し か し 約 3 ヶ月 の 後 に 間 的 の 大 の 腫 用 現 は れ Röntgen 治療 に つ 
OREM SIC LIL ATM 2 FLA Cb 周 園 
陰影 も 不 つて 居 た (第 1 賠 ). IS A 
減退 し た 増強 し た り し て 居 つ た が , 2 > A 39° L HEL 
OTD, O レ 線 像 に 於 いて は 陰 
事 は 出来 な い LT. 死亡 7 日 前 
の 像 所 は 赤血球 が 275 高 , 血色 素 が 氏 法 で 4222, 白血球 が 4520 で も つて , 
その 種類 百分率 中 性 分 白血球 72 96, 7.37, 後 細 胞 622。 細胞 2.322, Mk 
嗜好 性 白血球 326, la 0.326, AREER 5.322, OIC 3.796 で わあ る 。 


赤血球 沈降 速度 は Westergreen 氏 法 で 1 時 間 後 31.5 FE CHOOT. 
病理 解剖 的 事項 
PAR: 1) (大 部 分 壊死 に 了 つて 居る .) 
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2) THER, 横 突起 , 3) FF, 
肺 門 , 分 岐 部 , 4 5) 
左 肺 下 葉 に 所 局 腺 の 結核 性 初期 群 . 6) 腸 に ける 2 人 の 小指 頭 大 の 
BAL, 腸 間 腺 の 酷 性 巴 腺 炎 . 7) 
KEAOBUR 8) 左側 性 肪 膜 , 9) 10) 
胃 ヵ タル . 11) SBA 1 12) ROAM. 

死後 2 時 間 後に 解剖 . FEN 

AF FBRKO 中 央 部 は に 潰瘍 を 形成 し て 居る . 腫 場 
は 主 ミ し て 下顎 骨 内 に あつ て , 骨 質 は 著しい 破壊 を 被 つ て 居る . COGIC ABEL 
く 移動 性 で 容易 に 抜去 する 事 が 出来 た . 腫瘍 ミ 周 園 組 織 ミ の 境界 は 明 具 で な い . A 
U TE OD Fe UE MRIS 

胸部 を 見 る に , ARE AAT BH 
な い が , HOT, 肺 臓 を 見 る ミ , 
PHEW BO O, 入れ る ミ 大 多 敷 は 略 に 限ら 
れ て 居 つ て , 中 で 大 き な も の は 多少 肺 資 質 に 及 ん で 居る が , RAT ABC, Mil 
内 に は 気管 枝 周 園 に 僅か の を 認め ぁ に 過 な い ( 第 3 
RAD LHD 水腫 も 認め られ な い 肺 門 , 
INL, 水泡 性 で ある . 

皮下 脂肪 は 減少 し , MIAN 大 は 上 方 に 巻き 上 
DO, 脂肪 は 殆 ん 失 し て 居る . 腹 に は は 認め られ な い が , 
RD HOt, 腹部 臓 は 位置 の 異常 は な い 
の の 限局 性 の 病 が あつ た . CHOOT, ME 
BME CaCO. TWO 軽度 な 中 心 脂肪 化 が あめ , 
vv. 宣 腸 粘膜 に 2 個 の 小指 頭 大 の 結核 性 潰瘍 が 認め られ た . 其他 腸管 の 粘膜 面 は 箱 * 
タ ル 性 で ある 外 異 常 は な い . U, 腸 間 膜 巴 腺 に は 特に 
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個 の 小指 大 に 膨大 し た も の が 認め られ た . He AM TILA IS 

後面 を 見 る ミ , 肪 及び 腹膜 面 に 指 頭 大 まで の 下 な 
ARD 2. 多少 硬度 を て 弾力 性 
PHO, 以 つ て 比較 的 容易 に 切断 する 事 が 出来 た . 
MO SL. 骨 質 は 殆 ん 消失 し て 居る . 間 軟 骨 に は 
R BO SRILA ALR TEME S. 叉 の 
TRIE CHO CHM KO AA AM ZELL. BR, 恥骨 に 於 いて も 殆 ん 
SRN BOTCHED Ho, 場所 に よ つ て は 全く 腫瘍 組織 で 置換 せら れ て 居 つ た . 然 
BO OERTHAO, 外部 より は 
骨 質 の 破壊 は 認め られ な い ( 第 4 ll). 

RBA: 先 づ 下 頭 部 の 腫瘍 を 見 る ミ , 腫 
受け , 同時 に Havers 氏 導 びに Volkmann 氏 小 
管 は 大 し て 居る . 然し 生前 に 反 Radium 
びに Röntgen 線 治 療 を 受け た >, 腫瘍 組織 の 
残し た 骨組 織 も 骨 
THO そこ で 比較 早期 
に 得 た 試験 切除 片 に 就 い て 見 る ミ , ES UTHE 
の 核 を 有する 細胞 が 増殖 し , 結 締 織 索 が これ を 極 
DCA ARC U 2 (G55 A 
Abb. 4. Schema des metastasie- 性 が THOT, 
renden Knochens von Ewing: 
Sarkom. Bei &&8 Primärherd ds 【 合 胞 性 に 連絡 し , 極め て 屋 ゝ 核分裂 像 を 認める. 
rechten Unterkiefer. Bei BB CHOT, 色 質 は 主 さ し て 


durch Metastase entwickeltes 


Ewing-Sarkom. CH も の 
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MARIE 通常 1 個 の Eosin CHIT 
形 の 核 を 有する 細胞 が 多く , GBH SIE A L, 更 ら に 上 述 の 園 形 の 核 を 
有する 細胞 の 夫 れ ミ も 切 な 連絡 が ある WD 
TOUTES. 叉 場所 に ょ つて は 同形 の 核 を 有する 細胞 が 疎 に 配列 し て 居 つ て 極め て 織 
細 な 原形 質 突 起 も つて 結合 し て 居る や うぅ うな 所 ある . 標本 に いて は , 
DDO, 各々 の 腫瘍 細胞 の 間 に は 必 ら ず 細 い か 存在 し , つ 極 め 
て 繊細 な 繊維 が 細胞 原形 質 か ら 5 派生 し て 居る の が 認め られ る . Oliveira OPP 
で は この 開 係 が 極め て 明 想 で ある (第 て 園 ). 叉 格子 繊維 の 増殖 が 極め て 著しく , NE 
細胞 が その 間 に 僅か に 敷 個 集 園 し て 居る に 過ぎ な い 毛 が ある 。 Wid SMC RTH 
格子 繊維 は 太 さ を 増し , 著 明 な る ぁ 脇 原 化 を 來 し て 居る の が 認め られ る . 叉 腫瘍 細胞 群 
を 蜂 高 苺 に 國 割 し て 居る 結 締 組 織 の 大 部 分 も 格子 繊維 の 有 原 化 に よ つ て 生じ た も の で 
ある (第 6 肪 染色 に よる ミ 腫 瘍 細胞 に は 屋 脂 肪 を し て 居る も の が 認め 

ら られ, 大 量 の 肪 を し て 愉 肪 細胞 の や うぅ に 見 える 細胞 が 散在 し て 居る . 

下 腺 ゃ 見 る ミ に 腫瘍 細胞 の 増 殆 が びあ つて , その 構造 は 前 の 下 部 腫 
SMS CHD. 然し 結 締 織 が 非常 に く , 蜂 構造 は 微か に 認め ら 
れる ぁ る に 過ぎ な い ( 第 8, I). 

に 肺 臓 を 見 る ミ 腫 瘍 の 大 の な 構造 を 供 へ て 居る が , 肪 に 於 け 
る 腫 場 組織 は 場所 に 依り 多少 異 つ た 所 見 を 早 し て 居る . 則 ち 或 る 部 に 於 いて は 細胞 の 
配列 が 著しく で ぁ つ て , この 腫瘍 細胞 を 詳細 に する 
ミ 相 営 療 し い 多 形 性 が 認め られ る が , その 大 部 分 を 占め る も の は , Mr ASMA 
に し て の 多量 の 色 質 持つ た を 有 し , OM 且つ ご 
方 乃 斑 三方 に 明か な る 原形 質 突 起 を 出し た 多角 星 苺 を 早 し て 居る 細胞 で ある . ABW 
色 に 依 れ ば , 腫瘍 細胞 は 多少 の 差 は ある が 何れ も 極め て 微細 な る ぁ る 脂肪 題 粒 を 著 明 に 握 
取 し て 居る . 個々 の 腫 場 細 の 周 は 格子 繊維 
HEL, TPAC IRA UTI SOD D GA, 
る 所 が ある . 6 Clk, ES UCHAB OR 2A 
する じ いさ の 細胞 が 密 に て 居る . 
L, 細胞 の 境界 は 不明 つて, 原形 質 突 起 
限界 膜 は 一 般 に 良く 保持 せら れ て 居る が , 時 に は 破 壌 を 被 つ て 肪 膜 の 腫瘍 組織 ミ 肺 宮 
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A MR OT TOR (第 10 Gl). 細胞 は 一 
所 々 に 洲 球 が 認め られ る 程度 で ある . THT この 
洲 巴 球 様 細胞 は 格子 織 維 ミ 特 別 の 開 係 の な い 事 が 解 か る . 叉 接 張 し た 毛細 血管 の 中 に 
栓 認め る 所 が ある . 

血管 周 園 を 除く 外 は 細胞 が 密 在 し て , 原形 質 の あま め 明 
【 で な いも の が 多い (第 11, 125). 腫瘍 の 増 は 主 し て REO T 
居 つ て , CHE CO. 格子 の 増 殆 の 著しい 事 は 前 ミ 同 
様 で ある . ADM BILE S 
の 結 締 組織 内 で あつ て , FNS, 
の 張 し た 管 ミ 思 は る も の > 中 に 腫 場 栓 認め る . 肺 の 他 の 部 分 に は 
BE IEW. 

極め て 薄い 結 締 織 性 の 被膜 で 取 園 まれ て 
BOT, 結核 性 の 初 感染 蜜 で ある 事 は 確か で ある . 然し 被膜 の 一 部 に 新 ら 5 らしい 齋 略 化 
MDA O, それ に 接する 肺 衛 質 の 小 部 分 に 繊維 素性 の 炎症 が 認め られ る . これ は 初 感 

fol LOCH D. 6 PHB OMBDD 0, 

2 CE 6 20, 腫瘍 細胞 は 形 の 核 を 有する 
も の ミ , MAE SEO CHO 
接 血 管 を 取り まく 腫瘍 細胞 に 比較 する ミ 血 液 の 供給 が 不 十 分 で あつ た 事 に 起因 する も 
の で ある る. KO TH BAOKS 
L, 皮質 は 殆 ん 認め られ ず , 腫 場 組織 
は 更 ら に 周 の 結 締 組織 筋肉 中 に 増 し て 居る . 
に 腸 骨 の 切片 を 見 る ミ , EN RL TED PROM 
中 に 残 つ て 居る に 過ぎ な い 然し 細胞 て 周 園 組織 に 性 の 増殖 
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を 来たし て 居る 所 見 は 認め る 事 が 出来 な か つた . 一 般 に 臨床 的 経過 の 長 か つ た 症例 に 
ROTE 腫瘍 の 周 に 色々 の 遊走 細胞 の を 見 る 事 が 多い ミ は れ て が , 
この 症例 で は 認め る 事 が 出来 な か つた . EEE TE EEE II END 
られ な い . 

定 腸 粘膜 に は 結核 性 の 小さ な 潰瘍 が 認め られ た が , これ に 相 党 する 腸 間 膜 泳 巴 腺 の 
薄い 結 締 組 織 の 被膜 で 包ま れ , 
DEW. これ は 肺 の 結核 性 病 相 前 後 し て 生じ た 初期 で は な いか ミ られ 
ぁ 。 肝 臓 に 於 いて は 軽度 の 中 心 脳 肪 化 を 認め る 外 閉 匂 は な い . 唯 左 菜 舌 部 の 被膜 下 に 
事 が 出来 な か つた . 

VIC SHE 

ATZE, 或 は 原形 質 突 起 を 以 て 互 に 連絡 し , 細胞 間 に は 多 敷 の 格子 綴 
維 が 増殖 し , 繊細 な る 織 維 は 細胞 の 原形 質実 起 ミ 密接 な 開 係 を 有 し , 屋 原 形質 内 に 
も な 明 せら れ , 細胞 の な い 陳 の 所 で は 著しく 太く HAR CE 
この や うぅ な 所 見 は 細 に 定型 的 な 
も の で ある . Mi SAR CHOT, 
性 細 網 ち Ewing 氏 肉 腫 で ゎ る 事 は 明か で 
HA, 

抑 TERE IC IC SPL 1921 年 Ewing に 始ま る も 
の で あつ て , Hit diffuse endothelioma of bone 又は endothelial myeloma < 呼ん で 詳細 な 記 
載 か 行 つ て 居る 。 その 後 1924 年 Kolodny 及び 1926 年 Connor が sarcoma of Ewing Cs. 
Adel し て 以来 Ewing 氏 肉 腫 く し て 一 般 に 認 ら れる や うに な つた 。1928 年 に Oberling は 所 
調 Ewing の 骨 碗 腫瘍 < し て 呼ば れ て 居る も の > 中 に , 明か に 血液 網 皮 か ら 5 藤生 し た 腫瘍 が 含ま 
れ て 居る 事 を 明らか に し て これ な たか réticulosarcome 呼ん で 居る . 1932 年 Oberling et Railéanu 
は 骨 碗 性 細 綱 肉腫 は 多種 多 楼 な 組織 像 々 示す 事 に 著 目 し , これ は 腫瘍 細胞 が 正常 な 細 網 細胞 が 示 
す 分 化 過程 の わら ゆる ろ る 階 構 に 於 ける 所 見 を 量 す る 起 め で ある ミ 考 へ た . 更 ら に この 腫瘍 細胞 が 
造血 型 に も 内 皮 型 に も し 得る 事 確か め て , RO, 1) 型 細 肉腫, 2) 
NE, 3) a) 細 内 皮肉 腫 , b) ARE, 細 網 肉腫 に 分 類 し た 最近 に は 緒方 教授 
が 血液 皮 の 型 の 腫瘍 を 細 肉腫 (Ewing IK RE) LT, 
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RATS! LOAM, 内 型 , 組織 球 型 , 
細 綱 肉腫 に 分 類 せ られ た . 

然し ら これ ら の 各 型 の 細 肉腫 相 間 に は , 自 づ か ら 度 に 相違 が ゎ つ て, Hellneı 
は 骨盤 性 細 綱 肉腫 の 中 最も 履 * 遭遇 す る も の に 定型 前 な 組織 像 は , 園 形 又は 卵 園 形 の 細胞 が 多 租 
に 増殖 し て 合 胞 性 に 連絡 し , 細胞 に は 軽度 の 多 形 性 が 認め あら れる 。 核 の 色 質 量 は 中 等 度 で あつ て 

ぁ 。 D* OT REM HEA BTS 記載 し て 居る . 
Geschickter and Copeland は 更 ら に 腫瘍 細胞 に は 軽度 の 多 形 性 が 認め られ る が , BIETE 
細胞 は 認め られ な い の が で わる 。 中 央 部 に 血管 腫 細胞 の 島 が , BOLIC 
OM 遊走 細胞 の 認め られ る 事 が ある 。 MLE 
ODE CS 

EROCA PAD LS OR HN CHO, 
定型 的 な Ewing 紅 肉 腫 で あわ る で 考 へ られ る 。 面 し て 腫瘍 細胞 の 分 化 の 度 は 部 位 に ょ つて - 様 で 
は な いかが, Oberling et Raileanu の 分 類 に 依 れ ば 略 々 réticulosarcome différéncié (CHF L, 
緒方 の 分 類 に 従 へ ば に 一 致す る も の ミ 考 へ られ る. 

方 性 細 綱 肉腫 は 1924 年 Komocki に よ つて 肉腫 症 ら 立 し た 疾患 し て 分 離し 
Reticuloma < 命名 せら れ て 以 , SMOMBIC LOTS © HE 
生 し た 腫瘍 で わり 、 腫瘍 細胞 の 分 化 の 程度 に 肉 じ て 多種 多様 な 組織 像 か 呈す る も の で あろ る 事 が 
注意 せら る ゝ や うに な つた.。 その 後 1930 年 に Rössle HZHWIC Roulet の 研究 が あり b, 1932 
年 Roulet に より 1) KAMANIMEM, 2) MIM, 3) 混合 型 の 3 型 に 分 類 せ 5 られ} た.。 1936 
年 Oliveira は 性 組織 の 細 綱 細胞 ぱか り で な く BEAST 2 
事 た 確か め て , 正常 な 細 網 細胞 の 分 化 を 基礎 と し て 6 型 に 分 類 し た .。 本 例 の 組織 像 セ こ れ 等 の 
Roulet の 成熟 型 に 該 し , Oliveira の fibro-cellulär 
differenzierte Form に 一 致し て 居る . 

/E LT: DS, 正常 な 細 綱 細胞 の 分化 過 程 の 形態 に 一 致し て 多種 多様 な 
MAR Re BT SBS CHS, 一 つの が いつ まで も その 形態 に ヾ ま ら ず 
EFA] ORES < 共に 別 の 形態 た な 示す や うに な る ろ る 事 は Oberling, Cracium et Ursu, Oliveira, Döring, 

: 川 等 に 讐 つて 報告 せら れ て 居る 通り CHS. この 中 1938 年 Döring に 佐 つ て 報告 せら れ た 症 
PAIS AME CHOC, POMM AL, 7 同 に て 試験 的 検索 を 行 つ た 所 最初 
は Oliveira の 第 1 型 に 属す る 組織 像 を 旦 し て 居 つ た も の が , BRITEN AR 
で め ろ る 造血 型 に 化し た 症例 で つ て て , 若い 腫 細 胞 が 一 方 に 巴 性 綱 に 分 化す BE 
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同時 に , S MKD ZEN CH BE BN 
られ る 。 これ か た か 以 て 見 る , LM ICRA, 
分 化 の 程度 の 高い も の に 移行 する も の で あろ 事 た 認め る 事 が 出来 , 従 つ て この 傾向 の わる も の 
別 に 役立つ 場合 が わる へ る 事 が 出来 る 。 叉 網 皮 か ら 
する 腫瘍 の 方 に 就 い て 考察 し て 見 ろ , CAEL YOR 
Kite, の に 於 いて は 全身 の 性 組織 を す も の で あろ る が , MABEL IND" b 
方 が 限局 性 で , 網 皮 性 系 統 に 局 す る 組織 の 或 る 一 局所 に 一 般 の 肉腫 同様 な 形式 た 以 っ て 現 は れ 
EL, NIT, 部 分 に つて 所 系 統 疾患 の 形式 を 
以 つ て 現 は れ て た も の な 細 肉腫 症 命名 せら れ た 。 LO LOD 
な 立場 か ら 行 は も た も の で あつ て て, MURA MED IC LT 
の 意味 の 細 綱 肉腫 症 < の 間 に は 鑑別 の 困難 な 症例 が わり , Roulet, Oliveira, Döring 等 は これ 等 
O CRW L-CS, 1938 年 入 戸 野 は 2 例 ,。1939 年 三川 等 は 1 例 の 全身 の 
巴 性 系 統 殆 と 全 部 優し た 性 細 肉腫 症 報告 し , その 有 いて は 殆 ん で 正常 大 の 
胞 べ て 腫瘍 化し , PRIC PELE D 細 綱 細胞 が その 腫瘍 細胞 に 化 生 し て 居る 感 が わる 事 
に 著 目 し て 居る RU 2 面 し て これ 
する より は , 腫瘍 の 多 中 心性 を 容認 し た 方 が で わあ る 考 へ , LX, 
第 に DTS > PIC, HAG DIC SP ATS LO 
DHS 

BROT T 見 る ミ , し た の は CA 
O, 及び 骨盤 等 に 腫瘍 の た 時 期 は 病 後 5 ヶ月 月 で ある ミ 推 せ られ る . 
CHAD = BREE CAOZMEOVE も 高い の で ある か ら , この 部 位 に 於 ける 腫瘍 の 接 が 
0 方 は 椎 骨盤 に 較べ て の で あぁ る が, TRAD RRGCHOT, 他 の 椎骨 , FF 


事 は 明らか で ある . 

本 腫瘍 の 頻度 は 必 ら ず すし も 低い も の で は な く ,。 来 園 の 1935 年 度 の Registry of bone sarcoma 
に よ ょ れ ば 1705 例 の 骨 腫 瘍 の 中 , 骨 元 の 肉腫 は 773 例 , REE MOE 313 例 , Ewing KAM 
171 例 で も つて 第 3 位 に 位 し て 居る 。 叉 Johns Hopkins Hospital の 外科 病理 研究 室 の 則 の 肉腫 
650 Pil HH) 15260" Ewing 肉 で あつ た 

AND AF Geschickter and Copeland の 統計 に ば , 125 9591 4 REE db 25 
BED 最低 年 者 は 2# 年 で 最 年 長 の 患者 は MATCH b, 50 は 10 S 20 


€ 
is 


OMICH SL WS Ewing 肉 腫 は 幼年 者 の 疾患 で わる ミ 言 ふ 事 が 出来 る . WE 
現 度 の 男女 別に 就 い て は 男性 は AALOA ER 
に 於 いて も 10KUEFO LDS 25 例 で ゎ つ て , 6 歳 以 下 の も の は 僅か に 6 例 に 過ぎ な い 。 好 ち 本 
PD < 5 BED TS LW CHA, RRR ICL TEA FERN 
に か な の 差異 が わり , Caucasian に 多く Negro < MIA Rd Micwv Cit 
その 報告 は 殆 と ざ な い の で あつ て て, 僅か 石原 氏 の 1 例 の 報告 が あわ る に 過ぎ な いや うぅ で ある 。 A 
か も これ は 線 的 観察 が 主 で つ て, TE Z DISSE CHA. 然し 近年 
HS Ewing 氏 肉 腫 が 認め られ て 居り , Fea 
いて 他 に 1 例 試験 切片 に より 診断 が 確定 せら れ た も の が ある 。 MOCKDMICMUO CFA 
報告 すら れ た も の が 殆 で な い の は 粗 織 朱 的 に 十分 検索 せら れ な か つた 和佐 めで あつ て , 必ず し も 
も の で は な いこ 考 へ られ 験 切片 に い て 診断 が し た も の が 多い の で る から, 
後 多 敷 の 報告 が 現れ , この 方 面 の 知見 が 幅 宮 に な つて 來 る 事 が 期待 すら れる . 

KY It Geschickter and Copeland \< & 126 28 fal, 腰骨 24 fi, 
合 が 多く HSL MM LHS. Ewing KAMOMB 

DD, 5 + AP CHS 然し 外傷 が 原因 な 
DCC OMG BA OD, IMEDO BH BU SP 
に な つた DDC TER. 本 例 に いて は 外傷 の 往 症 は な か つた も の で あろ. 

局所 所 見 と し て は , 疾 痛 が 最初 に 現 は れる 一 番 重 要 な 症 其 で の わる. WICH TS PIE 
Beh, 又は 作業 時 の し か も に 起 つ て 來 る 
OT, 休止 期間 も 短縮 され て も の で あお ある. 
まつ て 間もなく 腫 用 が 現 は れ て 來 る 。 この 大 いさ は 昧 な る 限局 性 腫 月 か ら , 非常 に 大 きく て 長 
し て 間 に 消長 し , TIS IL 2 AV DH) 
が し く な こ れ は 腫瘍 の 出血 機 基く も の へ られ て 居る 水 腫 , 表層 
SIS. ICH CHS. これ 等 の 所 見 は Ewing 
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起 つ た 事 た 意味 する も の で あり , Ewing 氏 肉 腫 は 最初 か ら 破 環 性 に 進行 する も の で な い 事 を 指 
この 時 期 が する 質 の 破 起 つ て る 。 Hellner の 記載 に よる <, COM 
の 比較 的 初期 の 像 と し て づ 中 央 部 に 園 形 の 境界 の RZ, ID 
DAE S これが Ewing 肉 腫 の 特徴 の ー つ で ある 
BK レ 線 像 で ちる 。 BE GT, 骨 の 表面 か ら 周 園 に つて 
IS SHLD SE 記載 せら れ て 居る 。 Ewing 
KANO OTCHNO KH PERO BM EX 場合 が 多 
い . 

全身 所 見 で し て は , 若年 者 の 場合 に は 殆 と で ざ 常 に 熱 か 見 、 叉 末期 に な つて 他 の 臓器 に 轄 移 
事 が 。 末 液 像 に は 著 く , 一 定 し た は 認め られ な い 。 LC 
居 ら な い OC ED ES WE RISA, ICM 

以上 が Ewing KAMO HOHER TH 22°, 
確 な 診断 た 下す 事 は 中 々 容易 で は な く , BIER, ARE e 誤診 きれ る 場合 が 多い . 
特に Garre KO レ 線 像 が 非常 に 似 て 居る の で が つか いと は 
ORS. 下 の Ewing MOIS, 結核 症 , 微 疾患 混同 され 易い も の 
CHS, NE, HO AM, HME, Christian Ki, 性 白血病 さして 
fete UCHM SU CHS. RC OMB Röntgen 照射 に 非常 に 敏感 で ある の で , 試験 照射 
は 組織 診断 に 劣ら 大 切な も の され て 居る . 

この 腫瘍 の は 一 般 に 不良 で つ て , Geschickter and Copeland 87% DH Ate 
示す ささ れ て て 居る 。 従 つて 早期 診断 < 早期 治療 と は 極め て 雷 大 な 意義 た 有する も の で ある . A 
療法 し て は Röntgen HEAT SED L-CS. この 腫瘍 は Röntgen 
FR (CARE OT, OIC HEAR T MACS’ これ は 一 時 
前 の も の で あつ て 決し て 永久 治 癌 を 意味 する も の で な く , 再 豆 する 場合 が 非常 に 多い 。 従 つて こ 
れ と 同時 に 外科 が 重要 せら れ て 居る . 
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診断 が 下さ れ , Radium MU Röntgen YHLIKOT-EAINIRLID, 3 ヶ月 後に 再 
現 は れ Röntgen 治療 に よ つ て 一 進一 退 の FEMA = 4 
te. 面 し て 疫 痛 は 再 鼓 に際し て 認め られ た も の で あつ て , その 性 質 に 就 い て は 小 見 な 
ぁ る た め 和 制 然 ミ し な い . 末期 に 於 いて は 休止 期間 な く 持 績 的 激痛 を 訴 へ た . 初期 の 下顎 
骨 の 線 像 に いて は 腫瘍 は 下 の 長 軸 に て が , TARTRCHU 
か な が ら 外 骨膜 性 骨 形 成 が 認め られ た . FREER 2 > A 39° 0, 
腫 有 も し く な つて 同時 に 腰部 , EM 
HOHER. 然し 胸部 レ 線 像 に は 著 匂 を 認め な い . その 後 腰 痛 は 著しく 
A 4 ヶ月 目 に 死亡 し た も の で ある , 
像 に いて は , ES し て が 認め られ た 。 

結論 

本 例 は 6 TTHOT, AOE 2 FLA 
腫 則 Ewing KOT し 死亡 し た も の で あ 
る . は , 骨盤 を 主 ミ し , 肺 臓 特に に も あり, 
巴 腺 に は 極め て 軽度 の 甲 移 が 見 られ た に 過ぎ な い . 人 智 左 肺 下 葉 及 び 肺 門 部 泳 巴 腺 に 結 
RS 宣 腸 に は 極め て 小さ い 結 核 性 潰 場 が あり , これ に 相 
ぁ る 腸 間 膜 腺 に ゃ 薄い 結 締 織 性 被膜 で 包ま れ た 
AU 72 BH Te. 
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Auszug 


Ein Sektionsiall von Ewing-Sarkom (Retikulosarkom 
des Knochenmarks)* 


Von 


Masao Itoh und Kiyoshi Makino 


(Aus dem Pathologischen Institut und der Chirurgischen Abteilung der Staatlichen 
Zahnärztlichen Hochschule zu Tokio. Leiter: Prof. Dr. Y. Miyasaki 
und Prof. Dr. H. Nakamura) 


(Eingegangen am 14 September 1940) 

Es handelt sich um einen 6jährigen Knaben, der 6 Monate lang vor 
dem Tode mit kurzen Unterbrechungen an Schmerzattacken und Weich- 
teilschwellung an der rechten Wangengegend gelitten hat. Man dachte an 
ein Sarkom, aber es war ein Tumor, der sich als strahlenempfindlich erwies, 
weswegen mehrere Röntgen- sowie Radiumbestrahlungen mit gutem Erfolg 
anzewendet werden konnten. 3 Monate später nach Beginn der Erkrankung 
trat ein Rezidiv mit Schmerzen und Schwellungen ein. Der Tumor erwies 
sich immer wieder als stark strahlensensibel; nach weiteren Röntgen- 
bestrahlungen zeigte sich jedoch ein schwankender Verlauf. 5 Monate später 
nach Beginn der Erkrankung stieg plötzlich das Fieber bis auf 39°C und 
die Weichteilschwellung im betreffenden erkrankten Kieferkörperabschnitt 
nahm stark zu. Zugleich traten Schmerzen in der Lumbalgegend, dem 
Hüftgelenk und der Brustgegend auf. Das Röntgenbild ergab eine hoch- 


*In einem auf der 31 Jahresversammlung der Japanischen Krebsforschungsgesellschaft 
1939 gehaltenen Vortrag. 
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gradige Zerstörung und unscharf begrenzte Aufhellung des rechten Unter- 
kieferkörpers (Abb. 1). Durch die Metastasen in der Wirbelsäule und dem 
Hüftbein kam es zu einem streifigen und herdförmig-fleckigen Aussehen 
(Abb. 2). 6 Monate nach Beginn der Erkrankung Exitus bei hochgradiger 
Abmagerung. 

Bei der Sektion stellte man eine faustgrosse Geschwulst im Bereich 
des rechten Unterkieferkörpers mit ausgedehnter Nekrose mit Metastasen 
in der Wirbelsäure, Kreuz-, Darm-, Schambein und den Rippenhälsen fest ; 
diese Knochengewebe erlitten jedoch dadurch keine Formveränderung (Abb. 
4). Ausserdem wurden Metastasen in den rechten Submandibularlymph- 
drüsen, den Hilusdrüsen, den Bronchialdrüsen, der Pleura und geringes 
Einwachsen der Matastase von der Pleura in die Lunge festgestellt (Abb. 3). 

Histologisch bestand der Tumor bei der Probeexeision der primären 
Mandibulargeschwulst aus mittelgrossen, meist längsovalen oder spin- 
deligen Zellen, die durch dünne, kurz ausgezogene Fortsätze miteinander in 
Verbindung stehen oder oft eine plumpe protoplasmatisch synzytiale Anord- 
nung zeigen. In Bezug auf den Kern handelt es sich um eine Vielgestal- 
tigkeit. Der Kern ist aber meist rund, oval oder spindelig und enthält 
staubförmig verteilte, wenig oder viel Chromatin und gewöhnlich ein Kern- 
körperchen. Bei der Silberimprägnation sieht man die Fibrillen oft intra- 
plasmatisch liegen, um sich dann den Zellausläufern entlang zu ziehen und 
weiter sich extracellular mit anderen benachbarten Fibrillen. zu verbinden. 
An anderen Stellen treten zwischen den Zellen reichlich Fasern hervor ; 
diese Fibrillen zeigen fast überall eine so deutliche Verbindung mit den 
Zellen, dass sie scheinbar von ihnen gebildet sind. Diese Tatsache tritt bei 
der Silberimprägnationsmethode nach Oliveira sehr deutlich auf (Abb. 7). 
Im Protoplasma befinden sich im allgemeinen feine mässige Fettkörnchen. 
Bindegewebszüge, die meist durch Kollagenisierung der Gitterfasern ent- 
standen sind, laufen zwischen den Zellen und prägen dem Tumor ein alveo- 
läres Aussehen auf (Abb. 5 und 6). 

Die maligne Proliferation in den Submandibularlymphdrüsen, der 
Pleura, der Lunge, den Hilusdrüsen und den Bronchialdrüsen war aus teils 
locker liegenden, teils in retikulären Verbänden zusammenhängenden Zellen 
aufgebaut, die ein reiches Fibrillengerüst bildeten (Abb. 8, 9, 10, 11 und 
12). Die Wirbelsäule und das Hüftbein wurden durch die meist zu retiku- 
lären Verbänden vereinten Geschwulstzellen umgeben, in denen Nekroseherde 
und zerstörte Kompakta- sowie Spongiosabälkchen zerstreut vorhanden sind 
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Abb. 1. Röntgenbild des rechten Unterkieferkorpers. 4 Monate nach Beginn der Erkrankung 
Starke Auflockerung und Zerstörung des Kieferknochens. 


Abb. 2. Metastasen im Lendenwirbel, Kreuz- und 
Darmbein. Zugehöriges Rontgenbild. Unscharf 
begrenztes herdformig-fleckiges Aussehen. 


Abb. 3. Pleurametastasen. Bei P flache, rundliche Tumor- 

metastasen in der Pleura. Bei Ly mit Pleurametastase kon- 

tinuierlich eingedrungene Lungenmetastase. Bei Lz geringe 
Metastase in der Tiefe der Luoge. 


= 


Abb. 5. Probeexcision des Ewing-Sarkoms des Unterkiefers. Bindegewebszüge 
laufen zwischen den Zellen und prägen dem Tumor ein alveoläres 
Aussehen auf (Hämatoxylin-Eosin). 


Abb. 6. Dasselbe Retikulosarkom wie in Abb. 5. Reichliche Ausbildung 
und Kollagenisierung argentophiler Fasern. Versilberung nach Oka. 


Abb. 7. Dasselbe Retikulosarkom wie in Abb. 5 und 6 bei Silberimpragnation 
nach Oliveira. Viele gleichmässig ausgerichtete Fasern, die sich an den 
Rändern der Zellen differenzieren. 
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Abb. 8. Metastase in einem submandibulären Lymphknoten. Geschwulstzellen stehen 
in Verbindung mit den Fasern eines feinmaschigen Retikulumnetzwerkes und hängen 
durch dünne lang ausgezogene Fortsätze zusammen (Hämatoxylin-Eosin). 


Abb. 9. Derselbe Tumor wie in Abb. 8 im Silberbild nach Oka. Geschwulstzellen 
treten in Verbindung mit den argentophilen Fasern eines gut 
entwickelten Netzwerkes. 


Abb. 10. Pleurametastase. Links Metastase in der Pleura. Bei E im allgemeinen 
gut erhaltene subpleurale elastische Fasern. Bei ausgedehnter Metastasierung in 
der Lunge werden dieselben Fasern oft zerstört (Elastica-van Gieson) 
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Abb. 11. Lungenmetastase. Links perivaskuläre Geschwulstzellen zeigen 
besonders durch protoplasmatische Fortsätze augenscheinliche 
retikuläre Verbände (Hämatoxylin-Eosin). 


Abb. 12. Dieselbe Metastase wie in Abb. 11 bei Silberimprägnation nach Oka. 


hy 
» gece 

Abb. 13. Brustwirbelmetastase. Durch dünne, lang ausgezogene Fortsätze 
miteinander in Verbindung stehende Geschwulstzellen (Hamatoxylin-Eosin). 
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(Abb. 13). Hieraus kann man die verschiedenen Differenzierungsstufen der 
retikulären Elemente der Tumorzellen zwischen Primärherd und metastati- 
schen Gewächsen erkennen. 

Aus dem genannten morphologischen Befunde kann man feststellen, 
dass dieser Tumor ein Retikulosarkom ist und dass, da die Metastasen sich 
hauptsächlich in anderen Knochen, der Pleura, der Lunge und geringfügig 
in anderen Lymphknoten befinden, diese Geschwulst ein im rechten Unter- 
kieferkörper entstandenes myeloisches Retikulosarkom (Ewing-Sarkom) ist. 
Die histologischen Bilder entsprechen jedoch dem differenzierten Retikulo- 
sarkom nach Oberling und dem retikulären Typus nach Ogata, in dem 
Klassifizierungsschema des myeloischen Retikulosarkoms und auch der fibro- 
cellulär differenzierten Form nach der von Oliveira gegebenen Einteilung 


des lymphatischen Retikulosarkoms. 
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第 1 章 緒 論 

著者 等 は 化 構造 ミ 悪 性 腫瘍 ミ の 開 係 を 検索 し ね て 生長 ホル モン ミ 腫 さ の 
BARA A DES, 植物 生長 キル モン の 一 た る BB-Indolylessigsaures Kalium 
の Bashford 系 二 日 育 に 及ぼ 影響 を 研究 し て 興味 ある 成績 を 得 た 

植物 に 於 ける 向 光 性 の 原因 へ の 探究 は BAS 生長 素 姜 見 の na 7520, 1881 年 
Darwin は 初め て 向 光 性 に 開 す る 研究 を 行 ひ , FR Boysen Jensen), Padl® 及 
Want 6. 1927 年 Went 2 
D O LISA Utrecht Kögl に し て 
1933 年 ) Auxin a C,H»O;, 193446 Auxin b C;sH30, 及 Heteroauxin 
CoH NO. Auxin 及 Heteroauxin FELL 
へ , Eastcott®) は Bios- I (Meso-inosit), Kégl 等 は Bios II (Biotin) 後 更に 
Bios III 

一 般 に 生長 キル モン 叉 は 生長 素 は 生長 素 A 及 生長 素 B に 分 類 せ られ , 前 者 に 局 す る 
も の に Auxin a, Auxin b, Heteroauxin 及 Indol 誘導 船 等 あり て , 後者 に 属す る 
も の に Bios I, Bios II, Bios IT 等 あり 。 生長 ホル モン は 植物 の 生長 ミ 密 接 な る 閲 
係 あ り て 正常 生長 促進 , 新 根 形 成 , 木 殆 , » 
MEHR, REAR RS, FAP BEAR (RHE, 休眠 打破 , 落果 防止 及 傾 性 運動 等 種々 興味 ある 
生理 作用 あり て 細胞 の 増大 の みな ら ず 細胞 の 分 裂 に も 影響 す . 

Heteroauxin は 元 非常 に 不安 定 に し て | 日 光 に より 色 ミ な て 
NS T も 著しく 安定 な り . B-Indolylessigsaures Kalium は Indo- 
lylessigsaure (Heteroauxin) の Kalium し て の 構造 有する 色 粉末 
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に し て , 分 子 式 O.NK 分 子 量 213, 168 UT 2k, 酒精 , Aether, Chloroform, 
Ammonia k BRT. 


第 2 章 

生長 ホル モン 見 植物 上 に 於 ける 該 物質 の 研究 は 
年 多 の 表 を 見 , 基 の 中 著者 等 の 検索 せる Heteroauxin 
Ad, FE), 國 原 =7LU8), AAU), Maschmann und Laibach®2), 
K@égl®@), Boysen Jensen’), Otte’), Schlenker’), Went and Thimann%) 等 あ 

®, Auxin  Heteroauxin P-Indolylessigsaures Kalium 
LU. Avery, Burkholder and Creighton 26 ERIK CHE 
OME B-Indolylessigsäure he 就 中 酸 に て は 20.2" の 
屈曲 を す に 312r/L を 要 す れ で ご Kalium Hic T 156 r/L に て UT, 
Kalium 2 倍 の 作用 あり Sits, Ponner2 の は 同じ く 験 に て 同一 モル 
濃度 に て は 雨 者 共 作 用 は 等 し き BRM L, Zimmermann and Hitchcock) も 
Kalium 堅 の 方 は 水 に 良く 芝 解 すれ ご 作用 は 等 し い ミ 云 へ 0. Scheer も 伸長 生長 
DIC COD EN 7% 5 Kalium Milk, Sits, 
Gustasson®® い て 観察 せ し に 等 雨 物 質 
共 殆 ん ご 同様 の THEO. 更に Thimann and Schneider (3! 
試験 に いて Indolylessigsäure の 作用 は Kalium HOS TH 
S Ca.<Li<Rb<Na<K 7% THEO. 

(32)(£ Het roauxin は ヒラ タコ ク ヌ ス トモ ドキ Tribolium confusum Duv. な る 一 
BO MIE 0, | 

第 3 節 1885 年 Salkowski(33 は B-Indolylessigsiure を 物 
万 erter 異常 な る 腸 内 細菌 を 有する 一 例 に 於 いて 
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より 分 離せ 0 め ,Nencki und Sieber5), Rosin@6), Garrod and Hopkins’), Herter 
38) Fe oO. Kögl, Haagen-Smit und Erzleben® KO 
Auxin a DA GR 22° B-Indolylessigsäure 4 7 
UC Heteroauxin 本 物質 は 人 尿 100 LAE 82mg 
し て 人 尿 中 の 生長 物質 中 の Hi 3 Kögl und Kostermans 9) は 
Ze Lith し て 酵母 50kg よめ 1.2mg の 微量 を 得 た 。 更 に 
1935 3E 40) 化 造 式 上 生長 必用 に は Carboxyl 基 ミ 結合 が 必要 な め し ,23 種類 
の 化合 物 中 生長 作用 ある も の 11 種類 記載 せ 0. Koepfli, Thimann and Went) 
種類 の 化合 物 に 就き て 研究 し 生理 作用 あぁ る 物質 19 FER ER T 6. 

尿 中 Heteroauxin の 出現 の 起源 は 森 だ 開明 せら れ ざ る も , 恐らく 腸 内 細菌 の 分 解 
作用 に ょ つて 形成 され て 循環 統 尿 中 に 排 る ミ ら る . 

腫瘍 形成 の 原因 を な す 特 殊 素 を 想定 する あり , Md 
Mendeleeff 2), Carrel‘®)o) Trephone, Erdmann), Drew‘#5)0) Trephone 又は 
X- 素 , Caspri(⑥ 等 の) Nekrohormon 及 Maximow 0, Maschmann(8) (t= 
+ 0 つの 生長 素 を 取出 せり 岩 前 は Heteroauxin の 

育 に す る 検 せ し に 1/1000-5/1000-10/1000 Mol の 割合 に Long #% 
養 基 に 10 ce に 添加 せ し に 著しく 姜 育 の 抑制 さる ゝ を 報 ぜ 0. 


第 3 章 

第 1 験 材料 験 動物 は 15g 前 後 の 健康 二 十 日 を 使用 し 玄米 及 新鮮 
PAE CHE L, Bashford 系 二 十 日 に し て 
Kalium O 

Bashford R—+ 10 日 目 に 摘出 し て 飯 粒 大 に 切 
9 し 組織 片 十 日 部 皮下 に 移植 せ 0. 移植 後 10 FETT 
の > 中 可 及 的 同 大 の も の を 選 探 し て 4 HEED D HRA, 0.03 mg, 0.3 mg 及 3.0 mg 連 
績 注射 ミ し , 腫瘍 の 大 さ は の 縦 3 OMA 2UOT AR 
OMU し て 計測 は 熟練 すれ ば 誤差 少し . B-Indolylessigsaures Kalium は 0.01% 0.3 ce, 
0.1% 0.3cc 及 0.5% 0.6 ce を 腫瘍 部 附近 の 皮下 に 徐々 に 注射 せ 0. 

PERRIS A EAT 10 時 よめ 同 12 時 の 間 に 行 ひ , 腫瘍 の 大 さき 測定 後 注射 し 10 BRAS 
MAL 摘出 腫瘍 は 肉眼 的 に 組織 像 を . 
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第 4 章 REKR 
使用 せ し 移 植 動物 は 204 頭 に し て , (L121 頭 に 


AS 
第 1 表 Bashford HAS 


204 頭 121 頭 | 59.3% 


VSWR 72 KF i 0.2, 1.0, 2.0, 3.0, 4.0 及 5.0 cc 注射 し , 
液 徐々 に 0.1, 0.5 及 1.0 ee 注射 し て 1 週間 に 渉 


75 © (EIKE. 
B-Indolylessigsaures Kalium 07% 
108 前 後 の ABE 
B-Indolylsesigsaures Kalium 0.5% 7k 
IR 


見 る に ご 士 日 良 に 土 す る 致死 量 は 皮下 注射 に て は 15 mg, 上 静脈 注射 に て は 10mg に し 
て 後者 の 場合 は 前 者 の 場合 に 比 し て . 
第 2 Bashford AMMO 
3 | 13/V =| 212.2 
3 
H 
| 4.13.7 
NEN: 14/91 5.15.616.5 
第 3 表 $-Indolylessigsaures Kalium 0.03 mg 連 貫 注射 群 に 於 ける 


Bashford #---+H 


lm ı 2 3 4 5 617 8 9| 10 11/12 13 14 15 16 17 18 19 | 20 
-T28/IV 3.23.71. 


zo 3.64.12.23.12.52.52. 92.72. 62.53.33.3 2. 42.62.33.54.03. 02.52.9 
it 30/1V 4.14.83.23.52.53.63.12.72.72.83.43.42.72.92.34.34.63.12.62.9 


== 


Th 


1/V 4.75.63.74.32.54.03.42.82.72.83.73.53.43. 12.54.65.23.12.62.9 


2/V 5.15.94.04.42.54.53.52.82.73.13.84.03.53.52.5 


1.75.73.22." 73.0 


AI/ST 0fst 


3/V 


4/V '5.96.75.05.22.84. 83. 92.93.43.54.15.13.73.72.94.95.73.42.93.1 


5/V 


6/V 


7/V 6.07.05.95. 63.35. 24.23.93.74.14.76.44.34.43.35.36.23.52.93.1 


8/V 6.06.86.15. 5.63.35.44.43.53.84.24.76.64.54.63.45.56.23.63.03.1 
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第 4 表 B-Indolylessigsaures Kalium 0.3 mg 連 貫 注射 和 群 に 於 ける 
Bashford HRMORE 


= 02.83.03.02. 62. 82.92.42.32.12.52.12.32 82 62 


1|2|3|4|5| |6|7| BE 


vom” + 72. 34. 23, 14.23.23. 62. 82. 62. 22. 62 82. 73. 02. 83. 74. 03.1 12. = 


17V 4. 92.84.43.15.23.43.93.0 02.72.32.83.02.73.13. 04. 14. 4.43. 3.32. 93. 
18/V 5.22.85.03.65 43.74.03.02 72.43. 13. 13. 03. 23. 3.14. 44. 53.7 72. Er 


19/V 5. 52. 95.23 75.73.84. 13.22.72.43.23. 23. 13. 23.3 34. 74. 94.03.43 


21/V 5. 33. 25. 94.46. “as. 64. 33. 52 92 63. 43. 43. 33. 43. 65. 25. 44. «58. .23. 6 


_ 6. 23.36.14. 66. 74 75.13. 73. 02.83. 53. 63 43. 53.65.45. 74. 84. 33. 7 


第 5 表 B-Indolylessigsaures Kalium 3.0 mg 2 
Bashford HRMORH 


8|9 12| 13/14] 15|16|17|18]19|20 


INT 


5/1 2.9 2. 92. 9%. 32. 45.03. 42.72.73. 02. 13. 02. 12. 72. 42. 2.82.7 12.62.01.81.9 
6/1 3.3 33. 24, 42.55.63.62.72.83. 02. 43.22.83. 3.43. 3.33.2 23.13.12. 22.52.3| 


zwı 3. 43. 84.82.65.63. 62.84.03.62. 53.63. 3.03.4 43.33. 63. 43.42.22.52.5 


| 3.43.95.32.95.63.73.14.13.82.93.83.23. 43.83.83.93.72.42.72.6 


91 [3.2 54. 05. 32. 95. 73. 83.54. 64.13.33. 83. 53. 53. 53. 93.9 93.82.42.93.0 


10/VI 3.54. 15.33. 15. 94.03.74.84.33.54. 03.63.84.( 4. 04.34.22.43.33.2 


« 11/VI 3.54.4 5.63. 45. 94. 13.85.04.53.64.33. 98 84. 14.24.34.42.43.43. 


3 


12/V1 3.64.55.83.46.24.13.85.14.73.84.44.03. 3.94.3 34.44.54.52.63.63.3 
4.6 3.7 


13/V1 3.8 84.7 75.9 5.93.7 3.76.3 34.2 23.8 85.2 .25. 5.03.9 94.7 74. es re 110-4 44.6 64.64.72.73.83. 


第 6 表 B-Indolylessigsaures Kalium の Bashford RZTHR 
ICRF VEO FY 


| SME | | 03 me 3.0 mg 
前 2.65 | 2.61 | 
2 "3.35 3.26 
3 3.73 | 356 | 3.38 
4 4.14 3.76 
5 | 4.48 | | 3.75 | 3.6 
| 46 | 40 | |: 
8 | 5.19 4.62 | 42 | 
9 | 5.42, 4.65 |. 4.40 4.39 
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B-Indolylessigsaures Kalium ミ 第 1 賠 B-Indolylessigsaures Kalium の Bashford 
St ARR So 開 係 を 検 す る 
に , EIEREE 20 頭 及 注射 群 60 頭 に 於 
2 5 表 に 
示す 如く に し て , IS 6 表 
及 第 1 園 に 示す 如 し . 

土 昭 群 20 頭 の 下 均 成績 に 就き て 見 | 
Bashford R—+ 10 日 目 に し て 2.65em な り し も , 
し て 20 日 目 に 於 いて は 5.64 cm (EL, 基 の 倫 育 度 2.99 em KO. Mi CHhoRA 
速度 曲線 を 検 す る に BEA 中 間 に て は 
B-Indolylessigsaures Kalium 注射 群 に 於 いて は 0.03 mg, 0.3 mg 及 3.0 mg JERE 
SHES Zt AR 20 頭 宛 の 均 成績 に いて は , Bashford 系 二 日 移植 後 10 日 
目 に し て 夫々 2.61 cm, 2.65 cm 及 2.62cm な り し も , KPC UT 20 日 目 に は 夫 
夫 4.72cm, 4.59em 及 4.56em に 達し 其 の 2.21em, 1.94em 及 1.94 
em に し て , 何れ も の に 比 し て 著しく 抑制 せら れ 濃厚 な る 程 抑 
制度 張 し . 


第 5 章 Mini 

著者 等 は 生長 キル モン の 一 な る Heteroauxin (-Indolylessigsäure) 0) Kalium &# 
な る B-Indolylessigsaures Kalium の Bashford MIET 
研究 せ 0. 腫 移植 後 10 日 目 に いて 略 同 腫 の 育 二 十 日 80 頭 を 4 
BRS UL, BAK 0.03 mg, 0.3 mg 及 3.0 mg 
10 LAC, 注射 に て は 何れ も 育 は 抑制 せ 
られ の 抑制 の 程度 は 濃度 に 比例 せめ. 


子 構造 特異 性 に 就き て Kögl und Kostermans WEHREN Carboxyl JS 
重 結 合 が 必要 な め り ミ し 即ち も Carboxyl 基 に て は Ester ミ な る Alkyl 基 の 高級 な る 


OMIT Pyrrol 核 の 其 れ は 生長 作用 に 著しく 
Ft 6 tv Benzol 核 の 影響 に 就 い て は 詳細 木 明 に し て , MVC Clk Pyrrol 核 の 
同族 盤 は 生長 作用 小 な ぁ か 又は 無く , Benzol 核 の 同族 艇 の 作用 は 僅 に 小さ ミ な る が 如 


も ミ べた め 


Indol に 就き て Lapidari™ HAY CHASER 1/5000 稀 0) Indol 0) 
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KO Ze 後 腫瘍 内 へ Indol 反復 注射 に よめ Bic BALA 
良性 に し て 自然 的 に 吸収 せら れ 移植 は 成功 せ ず , A-MOBTERT BUCH SZ 
ひ , Biingeler) ( 594 頭 の ご 十 日 恨 を Indol の 長期 連 貫 供給 に よめ 8 ヶ月 後 無 白 血 
病 性 腺 症 3 頭 , (REPEL, 4 頭 及 無 白血病 性 9 に し 
て , PED ONE 17 SFLU, Perkas52) 143412 Lok 
ZAMERS 7 HE 

Indol % Skatol に 就き て は , 
SHEL, IA Indol 及 Skatol 0.5 KR 1 keg 
Lee 隔 に 皮下 注射 せ し に , NEO) UT 3 > 
譜 し 其 の 中 Indol の 作用 は Skatol よめ 張 し ミ 云 へ り . 然 れ さも Wacker und 
Schmincke Indol Skatol 0) 5- 10% Oliv 

Tryptophan に 就き て は Fasal L 
多量 な り ミ 述べ , 宮尾 の は Tryptophan T 1 100g 
に 就き 0.5 ce の 割 に 皮下 注射 する に は に 比 著 明 に 抑制 せら れ た 
Zu; 

一 般 に 古物 生長 ホル モン は 植物 の 生長 を 促進 する も 高 濃度 に て は 生長 は 却 つ て 抑制 
きれ る 事 費 あ . 然 に 著者 等 結果 に よれ ば P-Indolylessigsaures Kalium が 

Lik, 上 の 如く Indol, Skatol 及 Tryptophan 等 の Indol 
GE Ze し 諸 の 研 完結 果 比 す に 興味 深 し . 
第 6 章 fi ii 

#-Indolylessigsaures Kalium % Bashford Rt SERIE UL 

x 
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He 
FR 
4 


Hoppe-Seylers Z. 242, 43 (1936). 10) 柴田 , #4}. 5,51 (昭和 10 年 ). 11) a, 植物 動物 . 
4, 1913 (昭和 11 年 ). 12) AP, 植物 動物 .4, 2087, 昭和 11 年 , 5, 1865 (昭和 12 年 ); 6,1885 
(昭和 13 年 ). 13) AT, 生長 ホル モン . CPE VD. (昭和 13 年 ). 14) 並 川 , 植物 動物 
6, 189 (昭和 13 年 ). 15) 今村 , 植物 動物 . 6, 439 (昭和 13 年 ). 16) AIF, HMB OMEN. 
Cb 再版 . (昭和 13 17) 園原 , AEB Ose (aa 14 年 
18) =A, sed. 14, 78, 571, 797, 1011, 1237, 1450, 1680, 1878, 2070, 2291, 2511, 2715 
(昭和 14 年 ). 19) 服部 , Ae ae x Pye. (840 15 年 ). 20) Maschmann und Laibach, Biochem. 
Z. 255, 446(1932). 21) Kögl, Z. Krebsforsch. 40,203(1934). 22) Boysen Jensen, Die Wuchs- 
stopftheorie. (1935). 23) Otte, Die Wuchsstoffe im Leben der höheren Pflanze. (1937). 
24) Schlenker, Die Wuchsstoffe der Pflanzen. (1937). 25) Went und Thimann, Phytohor- 
mones. (1937). 26) Avery, Burkholder and Creighton, Amer. J. Bot. 24, 51, 226, 553, 666, 
(1937); Bot. Gaz. 99, 125 (1937). 27) Bonner, Bot. Gaz. 99, 408 (1937). 28) Zimmer- 
mann and Hitchcock, Contrib. Boyce Thompson Inst. 8, 337 (1937). 29) Scheer, Amer. 
J. Bot. 24, 559 (1937). 30) Gustafson, Ebenda. 25, 237 (1938). 31) Thimann and Schneider, 
Ebenda. 25, 270 (1938). 32) Offhaus, Z. Vergl. Physiol. 27, 284 (1939). 33) Salkowski, 
Hoppe-Seylers Z. 9, 23 (1885); Ber. Chem. Ges. 13, 2217 (1880). 34) Herter, J. biol. 
Chem. 4, 239, 253 (1908). 35) Nencki und Siefer, J. Prakt. Chem. 26, 333 (1882). 36) 
Rosin, Virchows Arch. 123, 519 (1891); Dtsch. med. Wschr. 19. 519 (1893). 37) Carrod 
and Hopkins, J. Physiol. 20, 112 (1896). 38) HER), Ber. Chem. Ges. 58, 2037 
(1925). 39) Kögl und Kostermans, Hoppe-Seylers. Z. 228, 113 (1934). 40) Kögl und 
Kostermans, Ebenda. 235, 201 (1935). 41) Koepfli, Thimann and Went, J. biol. Chem. 
122, 763 (1938). 42) Mendéléeff, C.r. soc. biol. 89, 314, (1923); 107, 239, 897 (1931), 
109, 46 (1932) 43) Carrel, J. exper. Med. 36. 645 (1922). Zbl. allg. Path. u. path. Anat. 
Ref. 36, 90, 404 (1925); C. r. soc. biol. 92, 1493 (1925). 44) Erdmann, Abstammungs- u. 
Vererbungslehre. 30, 301 (1923). 45) Drew, Brit. exper. Path, 4, 46 (1923); Lancet. 204, 
833 (1923). 46) Caspri, Z. Krebsforsch. 19, 76 (1922). 47) Maximow, Arch. mikrosk. 
Anat. 97, 314 (1923). 48) Maschmann, Naturwiss. 20, 721 (1932). 49) Rij, #8. 15, 
517 (昭和 12 年 ). 50) Lapidari, Boll. Soc. Ital. Biol. Sperim. 3, 214 (1928). Z. Krebsforsch. 
Ref. 28, 30 (1929). 51) Biingeler, Klin. Wschr. 11, 1982 (1932); Z. Krebsforsch. Ref. 38, 
148 (1933). 52) Perkas, Schweiz. Arch. Tierheilk. 78, 371 (1936); Z. Krebsforsch. Ref. 
46, 27 (1937). 53) 宮尾 , 内 分 逆 筑 験 治療 . 3, 605 (昭和 10 年 )) 54) 宮尾 , Awe 
He. 3, 804 (昭和 10 年 ). 55) Wacker u. Schmincke, Münch. med. Wschr. 58, 1607 (1911). 
56) Fusal, Biochem. Z. 55, 88 (1913). 57) SR, wW 3, 218 (昭和 9 年 ). 


: 
} 
ET 
Pe 
PR 
“3 


Auszug. 


Über den Einfluss des A-Indolylessigsauren Kaliums 
auf das Wachstum des Mäusecarcinoms. 


Von 


Akizo Tanaka und Suminari Tuboi 


(Aus dem Pathologischen Institut der medizinischen Akademie zu Kioto) 
(Eingegangen am 19 September, 1940) 


Neuerdings spielt das Phytohormon und seine Erforschung eine sehr 
wichtige Rolle. Dasselbe steht in innigem Zusammenhang mit dem Pflan- 
zenwachstum und ist durch folgende Eigenschaften charakterisiert: För- 
derung des normalen Wachstums, neue Wurzelbildung, Stecklingsver- 
mehrung, Parthenokarpie, Diekerwerden Kallusbildung usw. 

Wir haben nun den Einfluss des Kaliumsalzes des Phytohormons, des 
Heteroauxins, d.h. des ß-indolylessigsauren Kaliums auf das Wachstum des 
Bashford-Mäusecareinoms untersucht, um den Zusammenhang zwischen der 
chemischen Konstitution und dem Wachstum der bösartigen Geschwülste 
unter Berücksichtigung der Studien über die Chemotherapie der Geschwulst 
zu erklären. 

Insgesamt bei 121 von 204 männlichen Mäusen mit einem Körperge- 
wicht von ca. 15g entwickelte sich das Careinom, sodass der Implantations- 
effekt sich auf 59.3% belief. 

Die letale Dose des A-Indolylessigsauren Kaliums pro 10g Körperge- 
wicht der Mäuse war 15 mg bei subkutaner Injektion und 10 mg bei intra- 
venöser Injektion. 

Die 80 Mäuse, welche 10 Tage nach der subkutanen Stückimplantation 
vom Carcinomgewebe einen Tumor entwickelt hatten, teilten wir in 4 Grup- 
pen, d.h. die Kontrollgruppe und die Gruppen mit wiederholter Injektion 
von 0.(3 mg, 0.3 mg und 3.0 mg. Bei den letzteren wurde das Mittel jeden 
Tag nach der Messung der Carcinomgrdésse 10 Tage lang subkutan injiziert. 
Wir bezeichneten die Tumorgrösse durch Angabe der Summe von Länge, 
Breite und Höhe. 

Was die Untersuchungsresultate betrifft, so wurde das Carcinomwachs- 
tum bei den mit A-Indolylessigsauren Kalium injizierten Gruppen stärker 
als bei der Kontrollgruppe gehemmt, und zwar ist das wachstumhemmende 
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Vermögen umso stärker, je konzentrierter die injizierte Menge ist. 

In der Tat ist das Phytohormon befähigt, das Pflanzenwachstum zu 
fördern ; in höherer Konzentration aber pflegt es dieses vielmehr zu hem- 
men, während unser Resultat, wonach das ß-Indolylessigsaure Kalium das 
Wachstum des Mäusecareinoms hemmte, interessant ist im Vergleich mit 
den Resultaten mehrerer Forscher, die berichten, dass das Indol und die 
Indolderivate wie Skatol, Tryptophan usw. das Carcinomwachstum zu hem- 


men vermögen. 


Einfluss des 8-Indolylessigsauren Kaliums auf das 
Wachstum des Bashford-Mäusecareinoms. 


Tumorgrösse (cm) 
Tage Gruppe mit wiederholter Injektion von 
Kontrolle — 

0.03 mg | 0.3 mg. | 3.0 mg. 

2. 3.35 3.13 | | 
4.| 414 3.76 | 3.58 | 

5. 4.48 4.00 3.5 | 3.61 

7.| 5.00 4.38 | 4.10 | 

9.| 5.42 4.65 4.40 | 4.39 
10. | 5.64 | | 
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第 1 編 
(280 日 飼養 の 場合 


Chalk XXVI—XXVD) 
(昭和 15 年 10 月 14 日 受付 ) 


第 1 章 緒 i 

o-Amidoazotoluol の 肝癌 姜 生 能力 に 就 い て は , 佐々 木 ・ 吉 田 の 研究 以来 多 敷 の 追 
ADHD. AL, 其 の 成績 見 る ミ , 生 の は 多少 相違 し て 居る る. BIN, 
動物 の 種類 に 依 つ て o-Amidoazotoluol KOT 
wRTAR Ky WE. 等 し く ラ ッ テ で あつ て も , PFLILM-ORAKLUTH 
| の 最も 極端 な 例 は , Fischer-Wasels 
S. BP, Fischer-Wasels は , 佐々 木 ・ 吉 田 の 原 法 
THRO, EN, N CHS. MUT, 何れ 
OAS LTE 2. の 事 費 に 基 い て SS, 0o-Amido- 
azotoluol 肝 は , ROT SIS LOST BS 
出来 る . HET 余 が 特に 興味 を 感じ た 事 は , (EAA HOES, Fischer-Wasels 
O) FERS OFM (=, の 結果 に 於 て 著 し い 異 の 生じ た 事 で あぁ る. Bb, 
も , も 同様 の も の を 使用 し な が ら , ME, UTE ORO TIE 
STEW GC, Ze GEE U, FEA ら ば 何故 に 
逢 様 な 差異 を 生じ た か , 果して , 食物 の 相違 に 因 る も の で あぁ ゃ か. REES 
ける 全身 素因 の 影響 に 義 す る WE (KB IN AGT IU) の 一 分 野 さ し て 本 間 題 に 着 
5 年 , 研究 の 一 に 達し た る 故 を 以 て , 詳報 を 試み る 第 で ある . 

第 2 章 MRAZ 

山 極 ・ 市 川 (大 正 3 年 , 1914) が , コー ルター の 反復 塗布 に 依 つ て , 兎 の 耳 に 創 め て 
PERN 2 HEALS UTS, 何 ミ 言 つ て も 特筆 大 書 す べき 事柄 で ある. UR, 色々 の . 
GAA CA DH, 内 臓 を 的 に 生 させ る 事 は 出来 な か つた . 


* 本 論文 の 概要 は , 昭和 13 年 4 月 , 第 30 CRA LT. 
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MUT, 昭和 10 (1935) に 0, AAA o-Amidoazotoluol を 経口 的 に 投 
St. 是 叉 偉大 な 業績 で ある . 

o-Amidoazotoluol の 肝 生 能力 に 就 い て は , 其 の 後 多 敷 の が 追試 され た . 
BEL, 其 の 成績 は 一 様 で な か つた . 其 の 最も 極端 な 例 は , Go) Fischer-Wasels 
(昭和 11 年 , 1936) 及び 我 が UA (昭和 12 46, 1937) の 官 験 例 が 夫 れ で ある ゃ る. ED 
も , 息 験 動物 も 等 し く ラッ テ を 使用 し な が ら , MR STRENGE, REED 
BEA Ut. 

HAT, Rid, UTC, の 差異 に 注目 し , 0-Amidoazotoluol 
azotoluol St OG, THR AS, 主食 物 ミ し て 白米 
場合 は 全然 肝癌 の 義生 を 見 す , 玄米 の 場合 は 其 の 中 間 に 位 し て 居 た . U, 白米 に 多量 
の 酸 母 を 添加 し て 飼料 さす る ミ , 略 , 玄米 の 場合 に 近似 し た 成績 を 示 した. 

BS, 13 年 4 月 (1988), 第 30 
1h, 岡田 は , AKRBBE Butter yellow 肝癌 
BALA THEUTHS. ラッ テ に Butter yellow 


期 が 遅れる. HORRY Butter yellow OF 


DATED’ CH SEN THD. MICH, 
TREAD し て 見 る ミ , SRE ED o-Amidoazotoluol = Butter yellow の 相 遅 
DHO, 主食 物 が 白米 ミ 小 米 , 小 差異 は 有る が , 
相似 た 成績 を 生ん だ ミ 言 ふ 事 に な る . 更に 岡田 は , 余 の 略 報 時 席 上 に て , 附 議 に 於 て 
b, ラッ テ に Butter yellow 生 させ る 場合 , 


・ 油 を 注入 し て 料 ミ さす る ミ , DEN CH SIT GA 2, 


其 の 後 中 原 は , 昭和 13 年 10 月 (1938), KO EB Ze 報告 し た . 即ち , 
Butter yellow を 混和 し た 白米 に 乾燥 邊 肝 粉 末 を 10 の 割合 に 涯 加 し , ZRERD 
さして ラッ テ を 飼 療 する ミ , 和倉 交 日 敷 162 日 に 及 ん で も , ラッ テ の 肝臓 は 肉眼 的 に 正 
常 で あつ て , MAC, A 
UTES. 更に 中 原 は , 昭和 14 年 2 月 (1989) , S > By の 開 係 
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に 就 い て 報告 し て 居る. KKSMARMKK, ミ 粗 製 オ リザ デザ => ン 添加 白 
米 ミ を 比較 し レ し て, 酵母 或 は 粗製 オリ ザ = ン に 抑制 作用 の 存在 する 事 を 認め た . 然し , 
ビタ ミン B, の 結 曲 を 使用 し て 官 験 し て 見 る ミ , 了 深 期 に 反し て 全然 影響 な く , 此 の 結 
ARLES 記載 し て 居る ぁ . 更に 
叉 , 昭和 14 年 4 月 (1939) に は , 帝 験 的 肝癌 成 生 に 及ぼ す 酵 母 飼 興 の 抑制 作用 ミ 題 する 
aim 5072 BEZEL. ENS, Butter yellow 2, 腹腔 内 に 注 

射 し た 場合 に も DB TIE 2, 
昭和 15 年 7 月 (1940) に は Vassiliadis % A RA Uk. Vassilia- 
dis (Xf 2 (1935) を 追試 する TCHAD, Ff 
— 7 SY, LCI IF する ミ , 2 
MES SIUC Eb, 再度 の 
Tit K MES UL, 0o-Amidoazotoluol 0) + v— 7 
第 1 & て 100 匹 の ラッ テ に 投 異 し た 。 す 


| H | 箇月 以内 TEICHE 
120 9% | 2 | 生 し た も の も 有 つ た 。 MILT, fa 
養 日 敷 270 第 1 表 の 

180 64 | 24 
250 59 | 26 様 な 成績 を 得 た . BD, 米 に 一 定 
270 30 の 割合 に MN, ZU 0- 


Amidoazotoluol の ォ レ ー フ 液 を 混和 し て Ute (100 PL) Ik, 20 
月 を 経過 し て も 肝 敵 は 長 生 し な か つた . 以上 の 宣 験 成績 か ら 見 て , Vassiliadis it, 
小 肝 生 の 抑制 に て 或 重要 な 役割 を 演じ て 事 は 明らか で ある ミ 記 載 し 
TH. 

HIT 研究 の 方 向 は , HS 2 抑制 作用 に も 向け られ , 
JE, Behr, ie, KEI, 牛 肝 等 に , 其 の 作用 の 大 小 は 別 さ し て も , 抑制 作用 の 存在 
する 事 が 解 つて た 。 叉 ビタ ミン SE SHI, 然 ら ば , Mn 
何 な る 物質 が 此 の 抑制 作用 を する の で ある か , 牛 肝 等 
の 中 に 含有 され て 居る ビタ ミン BB」 以外 の 旗 知 の 物質 で ある か , U 未知 の 分 野 に 局 
する も の で ある か, 夫 れ ミ さも, 二 つ 以 上 の 物質 の 複合 作用 に 因 る も の で ある か , HF 
の 慮 全然 不明 の 域 を 脱 LEWD, 何れ に し て も 大 き な 研 究 題 目 で あぁ. 
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RRHARORRAL 
第 1 

1, WEED: 60g 乃至 100g の ラッ 520 CAR LK. 

2. : 白米 , KK, SD, 特に 白米 は 精 
AA (AMR) L, O, 然 後 再 び させ て 使用 し 
た . fl, Lic. 

3. o-Amidoazotoluol を 使用 した. o-Amidoazotoluol は 其 の 25g を 日 
AMATO) v- 7 jill 500g に 溶解 させ て 使用 し た の で ある . 

4, BER: 日 本 方 の 酵母 を 使用 した. 

第 2 
第 1 項 BARRIO 

昭和 12 年 2 月 , meas 2% ABEND, 第 1 群 (120 匹 ) に は 白米 を , 第 2 
BE (200 匹 ) に は 玄米 を , 第 3 群 (100 PL) 第 4 (60 ML) 夫 れ 
夫 れ 主食 物 し て 投 し , 外 に , I CHE 

im, ER, KK, KBictk, 各 1kg に 土 し て o-Amidoazotoluol の ォ v—7 ih 
g の を 混和 し た の で ある が , UT 27 g stk. Karis, 
中 に は 皮 を 残す ラッ テ が BOT, ZEN RI LE BO o- 
Amidoazotoluol を 握 取 し な い の で あぁ る から, ZeAIELT 他 群 の ラッ テ ミ 同 量 の 
o-Amidoazotoluol ZENSTABETHA. MULT, 此 の 27g ミ い ふ 分 量 は , 次 の 
し て 決定 し た . Bb, 皮 を 残す ラッ テー を 別 の 箱 に 移し , Zic o-Amido- 
azotoluol 0) レー フ 1 ke (CHL o-Amidoazotoluol 04 v—7 ih 
20 8 を 混和 ) し た ラッ テ が 此 の 10g O/PERARE 
ひ 終 つっ た 時 , 其 慮 に 残さ れ て 居る ぁ る 皮 を 拾 ひ 集め , 此 の 皮 に 附 著 し て 居る o- 
Amidoazotoluol % x —- Fr ARSE, Ric, 上 比 色 計 を 用 ひ て 其 の 濃度 を 測定 し た の 
CHS. する ミ , 残さ れ た 皮 に 附 著 し て 居 た o-Amidoazotoluol の 濃度 は , 最初 に 
10 g の 中 に 混入 し て 居る o-Amidoazotoluol 
II FIC, ke に し て 2g の 0-Amido- 
HAUT, 等 比 級 敷 的 に 計算 し た 。.) を 増量 せ ね ば な ら ぬ . 6.678 は 取扱 の 便宜 上 を 
7.0 ミ し , kg CHUTE 27g を 混和 し た の で ある . 


2 
4 
> 


fal, 後に 記述 する に , 
が 其 だ し く 困 召さ ミ な つた . HET, 特に 白米 群 に 封 し て は , ビタ ミン B 補 給 の 意味 に 
BT, 第 5 の 初 か ら 薬用 母 を 添加 し , ED 
ち , 其 の 際 生 存 し て 居 た 白米 格 の ラッ テ な ご 組 に 分 ち . 一 組 に は 生命 維持 に 必要 な 出 
得 ぁ 限 少量 (白米 100g ERE 0.5 g) SERENE ゃ 白米 ミ し 
て 取扱 ひ , AL i= Zi (AK 100 LEN: 3.0 8) L, 
Ze UTHUROKO TCH A. 

第 2 項 

従来 の o-Amidoazotoluol TEER 飼養 期間 大 40 週 前 後に 於 て , 
玄米 食 ラ テラ ッ テ の 肝臓 が , 腺腫 の 基 態 か ら 問 腫 に 移行 する ミ 推 定 さ れ て 居る の で ある か 
5, AO T, 280 日 に 及 ん だ 時 , BHO D> 6 FER 
に 各 .6 の ラッ ラテ 残り の ラッ テ は 猫 引 

FIR SHRALRU 

ALACHRROsc, 土 照 ミ し て 4 和 群 の ラッ テ を 用 意 し ( 各 10 ew), 第 1 群 に は 白 
Ki, 第 2 群 に は 玄米 を , PIM Ee, BATELERFER, 夫 れ 夫 れ 主食 物 ミ 
し て 投 異 し た の で ある が , 圭 照 資 験 の 場合 は o-Amidoazotoluol を 使用 せ ず , AK, 
KK, WE, KEALke に 土 し オレ ー フ 油 20g の みな 混和 し て 主食 物 ミ し , SE, 
白米 組 に 分 けた ミ 同時 に , 
L, 他 の 一 組 を 酵母 の ミ した. MUT, 白米 100g に 
HUT 0.5g の 酵母 を 添加 し た も の を な , U AK+MAROHMIci, AK 100g に 
3213.08 を 添加 し た も の を 投 上 し た の で ある WC, 
日 敷 280 日 に 及 ん だ 時 , ADMO GIEBICR38MOF IF RBS (残り の ラッ テ は 
BT), 之 を 解剖 し て 内 臓 を 検査 し た . 

第 4 項 酵母 使用 分 量 の 決定 理由 
ラッ テ に す る 酵母 の 使用 分 を 決定 する , 人 間 に する の 使用 分 量 を 基準 
ミ し て 計算 を 試み た . Nim, 人 間 の 場合 ミラ ッ テ の 場合 を 同一 に 取扱 ふ 事 は 出来 な い 
CH DD, 大盤 の 見 を 附け る 其 様 な 計算 方 法 を 探 つ た の で ある . 

OS, 第 1 の 方 法 ミ し て , 人 間 及 び ラ ッ テ の 般 重 か ら 計 算 し て 見 た . Bb, ME 
60 kg を 有する ATIC 日 6.0g ミ す る ミ , 100g 
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4 
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酵母 の 1 日 量 は 0.01g ミ な る.。 TAS, AR 

も 0.01g ミ な り , 其 の 量 は 甚だ し くく 少量 な も の ミ な る . 

次 に , 第 2 の 方 法 ミ し て , 人 間 が 1 日 に 要する ヵ ロ リー ミ 酵 母 の 業 用 量 か ら 5 計算 し 
て 見 た . HH 60kg 有する ろ る 人間 が 1 日 に 要する ヵ カロ リー は , 安静 時 に は 1800-2100, 
活動 時 に は 2400-3000 で ある か ら , 先 づ 2100 カロ リー ミ 和 定め る . 4, HR COkg を 
有する 人間 に 酸 の 薬用 量 1 日 6.0g ミ する ミ , 2100 HS 
の 分 量 が 6.0g ミ な る . BD, 白米 600g の 有する ヵ ゃ ロリ ー が 2100 で ある か ら , AK 
600 g に す る 酵母 の 分 量 が 6.0g ミ な り , AK100g LOS RD, 

以上 二 つ の 計算 方 法 の 中 , 余 は 第 2 の 計算 方 法 を 選び , 白米 100g に 封 し 酵母 1.0g 
ゃ 基準 ミ し て 其 の 使用 分 量 を 決定 し た で ある . Ed, HAG DR 

を 必要 ミ さす る に は , AK 100g CHAE 0.5 g ORIRRL, 比 
較 的 多量 の 酵母 を 投 異 し や う ミ する 白米 填 酵 母 群 に は , 白米 100g に 土 し て 酵母 3.0 g 
を 添 加 し た も の を 投 異 し た の で ある ぁ . 

第 4 章 

1, 

IF OS, 其 の 成績 極め て 良好 で , 

非常 に 美しく , 間 駿 中 に 死亡 する も の も 赤 比 較 的 少 か つた . 

玄米 群 は , HEB HST UT 
居る . 

最初 3 月 の 間 は , CK KU CHE ER UTE 
BAMAD fl, 此 の 頃 か ら , 皮膚 炎 
SABI KO, 開始 後 231 日 まで に 全部 死亡 し た . 

白米 に て は , 飼養 開始 の 直後 一 時 的 に の を 示し , 第 2 か ら 増加 し 
て 居る が , 飼養 開始 後 100 日 前 後 か ら AKON BTDEODYECT A. BD 
く 滅する ミ 思 は れ た の で , 飼養 第 5 MAMMA 
を 二 に 分 一 に は 生命 維持 に 必要 な 出來 得る 限り 少量 の 酵母 を し , 他 の 
多量 の を 投 し た の で する ミ , 少量 の 酵母 を し た 場合 で 
d, ラッ ツテ の 食欲 は 増進 し , も 再び 増加 し て た . 多量 の 酵母 を 


: 
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成績 更に 良好 で , I, 
経過 し て 成長 期 乃 皇 は 成熟 期 に な る ミ , 
は 子 に 比較 し て HO BES toe 
HD, RT, BARE 
SH FOATHA 夫 れ で も 獲 
白米 酵母 は 0 重 曲線 が 上 
位 に な つて 居 る の で お る ぁ る な から , BLAK 
が 存在 し た な れ ば , 
曲線 の 上 に 於 ける AOD BASIS, HICK 
KR, 6HAY 
後に な る ミ , WHS ME 
| 居る . 然し , 
復 し た は な く , 
T ME, Zid, 後に べ 様 に , 群 に は 題 著 に 肝 
Rite EL, 肝臓 の 重量 が 著しく 増加 し て 居る か ら , 基 の 影響 が 身重 曲線 の 上 に る も 現 
2, 内 臓 所 見 
A. 肝臓 所 見 : 白米 於 て は , 6 ミ も 全部 を し た . 
に 比較 し て 著しく 大 で , 其 の 最も 大 き な も の は 20g (Nr. 1) に 達し て 居 ぁ . ZSEOW 
の 肝臓 を 組織 胃 的 に 検査 し て 見 る ミ , 其 の 中 Nr. 1, Nr. 3, Nr. 4, Nr. 5, Nr. 6 
は 何れ る Hepatom, Nr. 2 は Cholangiom の 組織 像 を 時 し て 居 た (第 4 園 , 第 5 園 , 
第 6 
EK 6 の 中 3 EAE LL, 何れ も Hepatom 
あつ た (第 4 HSE, 
玄米 群 の ラッ テ は 6 例 の 中 2 例 に 肝 敵 を 長生 し , 赴 叉 , 何れ も Hepatom の 組織 
Re BUTE 第 10 , 第 11 SHR). 
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肝 重 量 
>. 16. 200) 
l L 1 L 
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白米 2 150 
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4 120 

酵母 | - 130 
6 120 
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3 130 
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300 


130 
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NARESH TC TREE 2 見 な か つた . 勿論 , 肝臓 の 重量 は 一 般 に 大 で ある ぁ る 
が , ML, 何れ も 其 の 表面 は 下 滑 で , 肉眼 的 に も 何等 の 匂 化 を 認め な い 。 LZ, 組織 検 
査 を 行 つ て 見 て も , Careinom は も ミ さより, Adenom 乃 玉 は Knotige Hyperplasie 
等 の 像 も 検出 する 事 は 出来 な か つた . MUT, グリ コー ゲ r-HRGOTILA’ TED 
量 も 多く , 組織 に は 機能 に ある 事 を 認め た (第 4 , 第 12 園 参 照 ). 

EDS, に ける 肝臓 の 重量 は , 一 般 に 著しく 大 で ぁ つ て , ME TOM 
何等 下行 開 係 を 示し て 居 な い . 白米 + 酵母 群 に 於 ける 肝臓 の 重量 は , 白米 群 程 大 で は 
な い が , 身重 ミ 肝 臓 重量 さ の 間 に は , や は り 平 行 開 係 が 存在 し て 居 な い . AL, 玄米 
Tk, ARCS UTES. 叉 , 一 般 に 肝臓 重 
量 が 大 で ある けれ さも , BESHRER SON, SED 
め ら れる . 

B. FROMM: 肝臓 以外 の 内 臓 で は , A, METER, 心臓 , Mit Me 
Be, 腸 , 甲 等 を 検査 し た の で あぁ る が , 何れ も 著 な 化 
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は 認め な か つた ,。 殊 に , 


脳 , も 測定 LROTH ar, 


Rt, A 


J % | | | | Wa | % 
(9, 0erA)| = 9 | Gonne) | 148) 67 45, 27| | | | | 
KM MIX X | Bonne) | 128 46 35.94) | | | | 
(x ® A » BRE * | (Bonne) | 44 14 31.82] | | | 
( 馬 A バ パタ ビ | (Bonne) | 129| 26 20.16) | | 
| | (Juliana- | | 180 | 181 
| | (Ono) | 339 55 16,20, 19 20.16 96 6 6.20 
i | (Tanaka) | 204 14) 6.80. 119 11) 9.24, 85 4 4.71 
A | 東 京 | (Nagayo) 1579 106 6.71) 1104 86 7.79 475) 20 4.21 
| (Amano) | 516 34 34 6.23, 322 31 9.63 224 3 1.34 
| 京城 基 他 694 59 8.50 407 40| 9. 83) 287 19 6.62 
朝 
支 那 | at 49 379 4 4421 — | — 
| ペスト | WellfGaal) | 459) 13 2.80) 221 10 | 5.00 238 3 1.30 
x Hl ener (Vag) | | 2.70) | | 
| チン | Egendolf 2:0 4 1.98 126 3| 2.38 77 111.30 
| ドレ シス デン I (Junghans) 3117 31 0.9 1707 24 | 1.41 pe 7 0.57 
レス デン I| (Junghans) 7 0.65, 303 4 | 1.32) 766 3 0.39 
Harms) 426 2| 0.47 241| 1| 0.41| 185 1 
| Cubarsch) | | 1.20. | 
| (Herxheimer) | 1.00, 
| | (Miliecki) | | | 0.90, 
| (Briese) | | | 0.70) | 
| (Mau) | 0.50) | 
| (Orth) | | 0.28) | | 
| (Wilinski) 7277 139 1.93 4331| 78 | 1.80 2859 61 2.10 
BAN | Wells) 403, 15 3.70 
is] 
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興味 おる 開 係 が 認め らら れる. ROA Bonne (1937) 
の 報告 に 揮 る ミ , Manila, Singapore, Batavia “(c(t L し て 居る 
の で ある が , UTE 然るに , 北部 支 
に 行く ミ 其 の 敷 が 著しく 減少 し て 居る . Bd, 北部 支那 で は , ES UCN 
ORERIT ARCH S, ERIT SHAKE, 肝臓 は 極め て 
少 い ( 洲 中 西 は 例外 で , 橋田 論 
参照 ). 日 本 内 地 及 び 朝 鮮 は 其 の 中 間 に 位 し て 居る (第 2 表 参 照 ). LOBE, 偶 , 
群 に 題 著 肝癌 を 生 し た の に 反し , 


つた ミ 言 ふ 成 績 ミ ODA A. 


4, 


全く 同様 で は な い ES 
BF CH OD, 玄米 も IIE 
常に 良好 で , 相 接近 し , 
し て 居る の に , BAER TIS ( 此 の 期間 内 で 
BAT KASS, 基 
FA RHO 成績 を 示し て 
. Ed, TCS, 最初 の 
3 人 筐 月 の 間 は 艇 重 曲 線 が 直線 的 に 上 昇 し , 第 
4 人 筑 月 か ら 念 速 に 下降 し て , 飼養 日 敷 281 日 
まで に 全滅 し て HAD, HAT 
は , 最初 か 5 ら 徐々 に 自重 の 増加 を 示し , 280 
CHKLEO 一 途 を つ て 居る . 
BEL, KORRES OD 間 に は 
開き が 有る . AKAROA 基 
か つた 最初 の 4H A, や は 成績 不良 で 
HS. 然し , 酵母 を 添加 する 様 に な る ミ , 
sb ic LHL, ic, 酵 
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KEES KEE OTH 2. AU, 少量 の 酵母 を 投 し た 白米 群 は , 
し た ミ は 言 へ , 曲線 は 依然 最低 位 を 占め て 居る . 

il, 照 詩 辞 の ラッ テ の 内 臓 を 検査 し て 見 て も , 肝臓 は も ミ ょ り め , 其 の 他 の 臓器 に 於 
Cb, 特記 する 様 な 名 化 は 認め な か つた . 

第 5 章 考 技 

1, 小 肝 に 封 す る 抑制 作用 

以上 の 成績 か ら る ミ , 肝 を させ る 物質 o-Amidoazotoluol HU 
て , 22 BT AD, 此 慮 に 問題 さ な の は , 
5» F OPER Utz o-Amidoazotoluol の 分 量 で ある . 小 の ラッ テ の 中 に 
夫 れ で , HS Td, R 
#0) o-Amidoazotoluol を ini HOM AD, 然し , 
完全 に 其 の 目的 を 達し て 居る か ご ご うぅ か ミ 言 ふ 事 に な る ミ , ROR LEUTES. 
然し , に 皮 を 残す ラッ テ は , KOS, 一 部 分 の ラッ テ に 
め ,。 他 の 一 部 分 の ラッ テ は 皮 ミ 共に 小 変 全 粒 を 食す る ぁ る の で ある. する ミ , ZERRE 
する 小 テ は , 所定 量 以 上 の o-Amidoazotoluol UTE SETH BR 
Bik, 皮 残す 一 部 の ラッ テ が , LIEW EOS ET 
も , 皮 を 食す る 一 部 分 の ラッ テ は , LO LTE TH AD 
玄米 , RUTH CH SN LV. MOFid, Vassiliadis 
績 で は , ラッ テ に o-Amidoazotoluol ALBA, KeERS し て 
TS SD, 米 に 小 を 加 へ た も の を 主食 ミ す る ミ , 20 
, 粉 を 主食 さして 飼養 する ミ , 2 年 を 経過 し て も 
肝癌 は 奏 生 し な か つた の で ある . 故に Vassiliadis の 富 験 成績 か ら 見 て も , IEICE 
の 抑制 作用 の 存在 する 事 が 首 出来 る . 

然 ら ば , AWAD, SRACH SD. 
WEOSORIN LS H, 興味 あぁ 題目 
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で ある ぁゃ が, 目下 の 慮 全然 不明 の 域 を 用 し て 居 な い . 
2. 

に o-Amidoazotoluol 作用 の 有る 事 も , ARBERO 
ED, 白米 ミ 白米 母 ミ は , HO 
た も の を , 飼養 第 5 月 の 初 か ら 二 組 に 分 もち, HO—#M< IR O 

LEOTCHS, FHS, 280 ACHT, 

異 の 存する 事 が 認め られ た . 勿論 , 
用 を し て 使用 し た の で は な 前 に も た 様 に , St 
て 使用 し た の で る から, UTD 6 RIC CH 
ら 5 酵母 を 使用 し て 居 た な れ ば , 
fl, HE BIETEN EAU Tk, OER 
て 抑制 作用 の 存在 する 事 を 認め た の で ある 。 bd, Butter yellow を 経口 的 に 興 へ た 
場合 で も , 赤 , 腹腔 内 に 注射 し た 場合 で も , 酵母 或 は 粗製 オリ ザー= ン に 或 程度 の 抑制 
作用 が 存在 する 事 を 確認 し た . 其 慮 で 中 原 は ビタ ミン B: に 著 眼 し , 大 量 の ビタ ミン 
B の 結 を 使用 し て OCH ASD, 
Butter yellow (<PAS OD) ビタ ミン 抑制 作用 が 無い な る ミ 
酵母 に 存在 する 抑制 作用 は , ビタ ミン BB 以外 の 如何 な る 成分 に 因 る も の で ある か . 
BELO) ORAD SD, の 中 ビタ ミン も 参 慮 に 入れ る 必 
BOA Bi 和牛 肝 , 酵母 の 中 に ビタ ミン L が 比較 的 
多量 に 含有 され て 居る 事 は 明らか で ある が , ROME ( 敵 34 AH, 第 3 5K) (KS, 
小 族 の 皮 の 中 に も ビタ ミン L ミ 思 は れる 物質 が 相 営 多量 に 含有 され て 居る 様 で ある . 
MUT, ZANT, WERE, 380%, 何れ も 肝癌 義生 を 抑制 する 作用 の 比較 的 張 い 事 を 
BAO, 肝癌 義生 を 抑制 する 物質 ミミ ビタ ミン L ミ の 間 に , 何等 か の 連鎖 が 有る の で 
RODS bEFREMASD, 或 は 全然 開 係 が な いか も 知れ な い .。 然し , 一 應 は 検索 し て 
見 る の も 興味 有る 事 ミ る . 
4, 
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カカ が 存在 し て 居る 様 で ある . HOPES, 岡田 の 報告 も を 裏書 し て 居る . Bb, > 
ッ テ に Butter yellow AYA, ERS 
な か つた 場合 より も , KO 勿論, HOPE 
使用 UR SERED Butter yellow で , o-Amidoazotoluol ミ 
は 異 つ て 居る が , Butter yellow G 
か で ある 以上 は , o-Amidoazotoluol UT KK 
存在 する ミ 言 ふ 事 は 敢 て 不思議 で は ある まい 。 MU, HOMER & OTR. 
白米 に 比較 する ミ 猫 勝つ て は 居る が , RDS. 

5, BKOPGREICHT 

以上 記述 し た に , WERE, 玄米 ミ , 2 
白米 の に す る 抑制 作用 も , ODM BRD, 
白米 に は 抑制 作用 を 認め る 事 は 出来 な い AL, MBC 
2. 何 ミ な れ ば , KO HK 
れ に 比較 する ミ , Yas RG 
SROMEDIBA UTE SZOCH SD 6, WHORE DRO T 
居る 以上 , 精白 米 に Butter yellow 
い の で ある . o-Amidoazotoluol 
制作 用 が 有る か も 知れ な い . 然し , 精白 米 に o-Amidoazotoluol FPR EOMME 
用 が 有る ミ し て も , 夫 れ は 其 だ し く 微 器 な も ゃ の に 相知 ある まい . 

6, 

制作 用 を 云々 する 事 は 出来 な い AL, OHS, 
ける 般 重 曲線 ミ を 比較 する 事 に 依 つ て , 間接 に 其 の 抑制 作用 を 参 接する 事 は 出来 る . 
PREC, SER UTES. 然るに , 
て は , NEED CT BAF CA 
A, 比較 抵抗 カ 


ヘイ 
2 
4 
5 
f 
= 


が 弱い も の ミ 推 測 さ れる 。 さ すれ ば , WHOM BTS /NBe ERS し た 場 合 
比較 的 解 作用 の 所 の 玄米 及び 酵母 の 白米 を 主食 さ し た 
場合 に 肝癌 を し た 事 は , 

の 一 辿 つ て . 然るに , 4 HAD 6 
少 を 示し , ERT IC EOF UTES. 此 の 結果 か ら す る ミ , 
o-Amidoazotoluol (= INS PETE & OS AVES ら 5 ぬ bad‘, it 
は 皮 が され て 居る 以上 , 
52. 大 が 減少 を 示し 始め た 時 期 も 白米 ッ テ 
DARIN OSE TK 72 UT SET OG, 
然るに , BHAZCRL, 
L, Pat する ミ , 
Mm vis, ビタ ミン > ン B の 影響 が 多少 は 有る ミ し て も , 其 の 主 な る 原因 は , PO 
o-Amidoazotoluol に る 時 の 抵抗 力 が 微 見 な けれ ば な ら ぬ . 

の 如く へ を 進め て 場合 再び 基本 照 験 ミ の 重 曲線 を 比較 し 
O も, CH D6, o-Amidoazotoluol 
解毒 必用 も , BO SILA BO WAS, SOK + 
は 肝 が し た の で ある か ら , & 0 
YA OCMAKERERS 230 日 に 到達 すれ ば , 玄米 群 や 白米 
に は o-Amidoazotoluol 肝癌 を 抑制 する 作用 が 存在 する ミ は HF 
し 抑制 作用 が 存在 す ぁ ちさ すれ ば , L MEDS EW. 

2 表 に も ゃ 示し た 様 に , 


3 
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RUTH ORD ROBBIE T, 白米 群 に 題 著 肝癌 を 
BEA 一 用 通 も の が 
BO. 然し , 勿論 動物 に 依る 本 冥 験 の 成績 か ら , 直ちに 人 類 に 於 ける 肝臓 癌 の 地理 的 
分 布 を 云々 する 事 は 出来 な い . 人 類 の 場合 に て は , 動物 の 場合 異 0, 
何 か 他 の 食物 の 影響 に 因 る も の 
か も 知れ な い . 或 は 食物 に は 全然 開 係 な く , 外 に 何等 か の 原因 が 有る の か も 知れ な い , 
然し , 何れ に し て も , KEM UTE る の に 反し , UT 

CH A, 

fh im 

1, ラッ テ に 於 ける o-Amidoazotoluol 

3, 玄米 に は , ERS 2. 

4, 酵母 に も ゃ 或 程 度 の 抑制 作用 が 認め られ る . KARO 6 見 る ミ , 其 の 程度 
iS, 玄米 に 近似 し て 居る . AL TERE ZEN LOIS, 
期 だ け で ある か ら , 若 し 筑 験 営 初 か ら 酸 母 を 使用 し て 居 た な れ ば , 其 の 抑制 作用 は も 
つ ミ 張 く 現れ て 居 た か も 知れ な い . 

5, 白米 に は 左 程 の 抑制 作用 を 認め る 事 は 出来 な い 。 若 し 抑制 作用 が 存在 する な れ 
ば , < EOTHS . 

に 全然 を 見 な か つた 事 は , TFT 
に 多く , CH 2. 

Ot: L, 厚く を 表す る 第 で 
HS. 

特に , Bite し て 意 表す る 

SBR (最終 編 の 末尾 に 記載 する ) 
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Reis-Gruppe 


Reis-Hefe-Gruppe 


Unpolierte-Reiskorner- 


Gruppe 


Weizen-Gruppe 


Nr. 1 (20.0 g) 


Nr. 1 (7.52) 


Nr. 3 (16.0 8) 


Nr. 3 (18.58) 


Nr. 4 (14.5 2) 


Nr. 4 (7.0g) 


Nr. 4 (7.52) 


Nr. 4 (8.52) 


Nr. 5 (13.78) 


Nr. 6 (10.0 g) 


Nr. 6 (18,08) 


Einfluss der Futtermittel auf die experimentelle Leberkarzinomentstehung 


(I. Mitteilung) Experimentelle Leberkarzinomentstehung mit Getreide 


Tokuhiro Ando 


280 Tage). 
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Fig. 5. Hepatom Fig. 6. Cholangiom 
(Reis-Gruppe Nr. 1.) (Reis-Gruppe Nr. 2.) 


Fig. 7. Hepatom Fig. 8. Hepatom 
(Reis-Gruppe Nr. 6.) (Reis-Hefe-Gruppe Nr. 1.) 


Tokuhiro Ando: Einfluss der Futtermittel auf die experimentelle Leberkarzinomentstehung 
(I. Mitteilung) Experimentelle Leberkarzinomentstehung mit Getreide 
(Zeitdauer d. Fütterung: 280 Tage). 
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Fig. 9. Hepatom Fig. 10. Hepatom 
(Reis-Hefe-Gruppe Nr. 3.) (Unpolierte-Reiskörner-Gruppe Nr. 2.) 
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Fig. 11. Hepatom Fig. 12. Bild d. Leber (unverändert) 
(Unpolierte-Reiskörner-Gruppe Nr. 3.) (Weizen-Gruppe Nr. 3.) 


Tokuhiro Ando: Einfluss der Futtermittel auf die experimentelle Leberkarzinomentstehung 
(I. Mitteilung) Experimentelle Leberkarzinomentstehung mit Getreide 
(Zeitdauer d. Fütterung: 280 Tage). | Or 
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Auszug 


Einfluss der Futtermittel auf die experimentelle 
Leberkarzinomentstehung* 
(I. Mitteilung) 
Experimentelle Leberkarzinomentstehung mit Getreide 
(Zeitdauer d. Fütterung : 280 Tage) 


Von 


Tokuhiro Ando 


(Pathol. Inst. der Kais. Univ. zu Kyoto. Leiter; Prof. S. Sugiyama) 
(TaFEL XXVI-XXVIID) 
(Eingegangen 14. Oktober, 1940) 


Seit Sasaki und Yoshida als Erste über die Einwirkungen des o-Amido- 
azotoluols auf die Entstehung des Rattenleberkarzinoms schrieben, wurden 
nicht wenig Nachprüfungen von verschiedenen Seiten vorgenommen. Deren 
Ergebnisse sind aber nieht immer übereinstimmend, weil die Erzeugung des 
Karzinoms mittels o-Amidoazotoluol von verschiedenen Bedingungen abhängig 
sein kann. Beispielsweise findet bei einigen Tieren, wie bei Kaninchen, 
Hunden u.a. keine Leberkarzinombildung statt, sondern Leberzirrhose tritt 
auf. Wenn man aber auch ferner auschliesslich Ratten, wie bei den Experi- 
menten von Sasaki und Yoshida, als Versuchstiere verwendet, so kommt 
nicht immer ein Leberkarzinom zustande. Als typische Beispiele gelten 
dafür die schon von Fischer-Wasels und von Kimura gemachten Unter- 
suchungen. Fischer-Wasels gab der Ratte als Futter Brot anstatt der un- 
polierten Reiskörner, die Sasaki und Yoshida ursprünglich verfütterten; 
Kimura fütterte seine Ratte mit Brot und Lebertran. Bei diesen Experi- 
menten waren also nur die verfütterten Futtermittel von den Sasaki- 
Yoshida’schen verschieden. In beiden Fällen konnte aber trotzdem im Ver- 
laufe einer bestimmten Zeit kein Leberkarzinom, sondern nur Leberzirrhose 
konstatiert werden. Dies weist darauf hin, dass die Entstehung des ersteren 
durch o-Amidoazotoluol nicht nur von der Tierart oder der Zeitdauer der 
Fütterung, sondern ausserdem wohl noch von verschiedenen anderen Be- 


*In einem auf der 30 Jahresversammlung der Japanischen Krebsforschungsgesell- 
schaft 1938 gehaltenen Vortrag. 
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dingungen abhängig ist. 

Da ich besonders interessiert war in Hinsicht auf die Verschiedenheit 
der angeführten beiden Ergebnisse, die vor allem mit der Ungleichheit der 
benutzten Getreidenarten zusammenzuhängen scheint, stellte ich bei Ratten 
eine Reihe von experimentellen Untersuchungen an. 

In der vorliegenden Mitteilung handelt es sich um den Zusammenhang 
zwischen der Leberkarzinombildung und der Getreidefütterung. Als Futter 
benutzte ich polierten Reis, unpolierten Reis, Weizen und Gerste, denen 
Olivenöl mit einer gleichen Menge von o-Amidoazotoluol hinzugesetzt wurde. 
Die Versuchstiere wurden je nach den verfütterten Getreidearten gruppiert. 
Bei den mit Reis gefütterten Ratten trat aber vielfach die Reiskrankheit 
auf, die die Entwicklung der Ratte so heftig hemmte, dass sie in nicht 
wenigen Fällen einging. Bei diesen ,, Reisgruppen ‘‘ fügte ich darum der 
Nahrung der überlebenden Tiere Arznei-Hefe bei, um die Tiere länger am 
Leben zu erhalten. Die Arznei-Hefe wurde nun aber bei einer der ,, Reis- 
gruppen “ (Reis-Gruppe) in möglichst geringer Menge und bei einer anderen 
(Reis-Hefe-Gruppe) in grösserer Menge zugesetzt. Die Tiere der obigen 5- 
Rattengruppen — Reis-Gruppe, Reis-Hefe-Gruppe, Unpolierte-Reis-körner- 
Gruppe, Weizen-Gruppe u. Gersten-Gruppe —, von denen je 6 aus jeder 
Gruppe am 280. Tage nach Beginn des Experiments beliebig gewählt, wur- 
den alle sofort getötet. 


Resultat | Anzahl der | 
> Ratten getötet Hepatom | Cholangiom | Unverändert 
Gruppe | am 280 Tage | 
1. Reis-Gruppe | 6 | 5 1 0 
2. Reis-Hefe-Gruppe | 6 3 0 3 
oe Unpolierte-Reis- | 6 2 0 4 
körner-Gruppe | 
4. Weizen-Gruppe | 6 0 0 6 


Ergebnis: Wie die beigefugte Tabelle zeigt, bildete sich das Leber- 
karzinom in allen Fallen der ,, Reis-Gruppe ‘‘, wahrend man es bei Tieren 
der ,, Weizen-Gruppe ‘‘, niemals bemerkte. Es liess sich aber der ,, Un- 


‘ 


polierten-Reiskörner-Gruppe ‘‘ an 1 Ratte und bei der ,, Reis-Hefe-Gruppe “‘ 
an 2 Ratten Leberkarzinom nachweisen. Dies zeigt, dass zwischen beiden 
Gruppen, was ihr Widerstandsvermégen gegen Leberkarzinombildung 
betrifft, kein grosser Unterschied besteht. Die Tiere der ,, Gersten-Gruppe “ 
starben alle im Verlaufe von 231 Tagen. Es liess sich bei ihnen keine 


Leberkarzinombildung nachweisen. 
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Aus den oben beschriebenen Tatsachen darf man nachstehende Folge- 
rungen ziehen. 

1) Bei Ratten scheint die Entstehung des Leberkarzinoms durch o- 
Amidoazotoluol von den als Futter benutzten Getreidenarten relativ stark 
beherrscht zu sein. 

2) Dem Weizen wohnt eine ziemlich starke Fähigkeit inne, die Leber- 
karzinombildung zu hemmen. 

3) Auch bei unpoliertem Reis lässt sich eine solche Fähigkeit nicht 
verneinen. Er vermag jedoch keine so grosse Widerstandsfestigkeit gegen 
die Entstehung des Leberkarzinoms zu erzeugen, wie dies bei der Weizen- 
fütterung der Fall ist. 

4) Die Hefe-Fütterung vermag eine leichtgradige hemmende Wirkung 
gegen Leberkarzinombildung herbeizuführen. Von meinen experimentellen 
Ergebnissen aus gesehen, ist sie ihrer Wirkung nach neben dem unpolierten 
Reis einzureihen. Man darf aber hier nicht übersehen, dass sie bei meinen 
Experimenten erst nach 5 Monaten zur Verwendung kam. 

5) Der (polierte) Reis führte bei Ratten fast keine Resistenz gegen 
Leberkarzinombildung herbei. Wenn er also auch eine tumorwachstum- 
hemmende Fähigkeit haben sollte, so muss sie doch jedenfalls ausserordent- 
lich schwach sein. 

6) Mein Ergebnis, dass sich bei Ratten das Leberkarzinom in den 
meisten Fällen der ,, Reis-Gruppe (mit geringer Hefebeimengung) ‘‘ kons- 
tatieren liess, während man es bei Tieren der ,, Weizen-Gruppe ‘‘ niemals 
bemerkte, entspricht der Tatsache, dass das Leberkarzinom bei Menschen 
in den reisessenden Distrikten sehr häufig auftritt, während es sich in den 
Ländern, wo die Bewohner in der Hauptsache von Weizen zu leben pflegen, 
nur in auffallend kleinem Prozentsatz beobachten lässt. Dass der Verf. 
auf Grund der Ergebnisse seiner unzureichenden Tierversuche ohne weiteres 
Schlüsse zieht, die bis zu einer Erörterung der geographischen Verteilung 
von menschlichem Leberkarzinom führen, mag zwar etwas voreilig er- 
scheinen, doch dürfte dessenungeachtet jedenfalls eine korrelative Beziehung 
zwischen den reisessenden Distrikten und der Häufigkeit des Leberkarzinoms 


nicht zu leugnen sein. 
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Uber einen Fall von grosser Nierengeschwulst beim Kaninchen 


Von 


Toru Miyadi 


(Aus dem pathologischen Institut der Osaka Kaiserlichen Universitat 
Leiter: Prof. R. Kinosita) 


(Tare, XXIX) 
(Eingegangen am 22. Oktober, 1940) 

Die spontane Nierengeschwulst kommt bei den Versuchstieren sehr 
selten vor, insbesondere beim Kaninchen. Neuerdings hatte oder Verfasser 
die Gelegenheit, einen Fall von embryonalem Adenokarzinom der Niere zu 
beobachten. 

Bei der Autopsie eines stark abgemagerten männlichen Versuchs- 
kaninchens (Körpergewicht 1500 g) liess sich ein walnussgresser Tumor, 3,2% 
2,5x2,7cm im Durchmesser, an der linken Niere bemerken. Die linke 
Niere war sehr gross und ihr Gewicht betrug 27,0g, dagegen das der 
rechten 10,2g. Die Geschwulst, vom oberen Pol der linken Niere vor- 
springend, sah vom übrigen Nierengewebe scharf begrenzt aus. Die Farbe 
war grau weisslich, die Oberfläche zeigte eine bunte Zusammensetzung aus 
verschieden grossen, kompakten Feldern und Blutungsherden ; dieses Tumor- 
gewebe nahm mehr als die obere Hälfte derselben Niere ein und verbreitete 
sich sogar bis zum Nierenbecken. 

Mikroskopisch bestand die Hauptmasse des Tumors aus drüsenartigen 
Bildungen in verschiedenen Entwickelungsstadien, wie sie sich bei der em- 
bryonalen Niere erkennen lassen, nämlich das Epithel bildete teils adeno- 
matöse teils solide Zellnester. Die Epithelzellen waren meist von rundlicher, 
ovaler oder kubischer Gestalt mit hyperchromatischen Kernen. 

Das bindegewebige Stroma trat meist in schmalen Zügen, zuweilen 
aber in breiten Balken mit zystischer Erweiterung auf. Hyperämie, Blutung 
und Nekrose waren auch vorhanden. An allen Stellen war das Wachstum 
rein expansiv, indem die Geschwulstmasse die gesunde Nachbarschaft nur 
mässig verdrängte und von ihr durch eine bindegewebige Kapsel scharf 
abgesetzt war. 

Die Entwickelung der Giomeruli im Tumorgewebe, wie sie beim Fall 
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Bell und Henrici’s beschrieben worden war, liess sich hier nicht bemerken. 
Quergestreifte und glatte Muskelfasern, elastisches Gewebe, Knorpel-, 
Knochengewebe und Plattenepithel wurden nie gefunden. Keine Metastase 
in den regionären Lymphdriisen, noch in anderen entfernten Organen. 

Aus den oben erwähnten Tatsachen stimmt diese Neubildung mit den 
Fällen, welche früher einige ausländische Pathologen mitteilten, völlig 
überein. 

Es wird ferner der Vermutung Ausdruck gegeben, dass der Tumor 
genetisch derselbe sei wie das embryonale Adenokarzinom des Menschen 
und deshalb aus dem nephrogenen Gewebe der Nachniere stamme. 
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家 兎 に 於 ける 互 大 な る 腎臓 腫瘍 の 一 例 
指導 木下 教授 ) 


XXTX) 
(昭和 15 年 10 月 22 日 受付 ) 


DMR 除い て は 稀 で ある が RRO SAS 殊 に 稀 で あ 
2. な か で も 家 兎 に 於 ける 腎臓 の 腫瘍 は 今 ま で 敷 例 が 報告 され て ゐる に すぎ な い . 著 
例 を 認め た . 

組織 に は へ マト キシ リ ン で する 核 を つ 形 , 本 形 は 立方 形 の 細胞 が 
BER L, これら は 粗い 結 締 織 で ま れ て 
る 。 よ さく 缶 察 する ミ 脱 生 時 腎 に 見 る 如く 腺 管 形成 の 種々 な 様相 が 見 られ る . 肉眼 的 , 
題 微 党 所 見 か ら は 棄 に 報告 され た 各 例 , Ric Lubarsch の 記載 する 所 ミ 全 く 同 様 で , 
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altigen linken Niere. 


Durchschnitt der geschwulsth 
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adenomatös teils solid anordnen. 


xeschwulstzellen, die sich teils 


Über einen Fall von grosser Nierengeschwulst beim Kaninchen. 
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